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鳥類における音声模倣行動
・一 そ ゐ現 象 と機能 一

§ は じ め に

他 種 の 動 物 の 音声 や 生 息 環 境 の 物 音 を 模 倣 す る とい う現 象("vocalmimicry")は,ヒ トに

と ど ま らず,哺 乳 類(イ ル ヵ,Richards,Wolz&Herman1984;Richards,1986;イ ヌ,

Mowrer,1960b;チ ンパ ンジ ー,Hayes&Hayes,1951)や 鳥 類(キ ュ ウ カ ンチ ョウや オ ウ

ム類 ・イ ン コ類,Mowrer,1950;Thorpe,1959;Baylis,1982)に 広 く見 られ る行 動 で あ

る。

一般 に
,鳥 類 の 音声 模 倣 行 動 と ヒ トの 言 語 獲 得 行 動 とは,基 本 的 な 過 程 と して 音声 模 倣 学

習 が 内在 す る こ と,模 倣 の完 成 に先 立 ち 「哺 語様 発声 」 が 見 られ る こ と,模 倣過 程 に お い て

自己 強 化 の機 制 が働 い て い る こ とな ど,多 くの 類 似 点 を もつ 。 この た め,鳥 類 の 音声 模 倣過

程 は ヒ トの言 語 獲 得 過 程 の動 物 モ デ ル に な る といわ れ る(Marler,1970;Nottebohm,1970,

1981)。 な か で も,も の まね 鳥 あ るい は お しゃべ り鳥 と よぼ れ る鳥 類 の"vocalhlimicry"は,

人語 を模 倣 す る とい う特 色 に加 え,音 声 の獲 得性 が 明 白 で,最 適 な モ デ ル の 一 つ で あ る。

ま た,音 声 模 倣 獲 得 過 程 の 分 析 は,自 動 的反 応 形 成(autoshaping).な どの研 究 とな らん

で,従 来 の条 件 づ け理 論 に不 足 して い た 行動 形 成 理 論 の構 築 に示 唆 的 な 資料 を提 供 す る もの

と期 待 され る(山 田,1987)。 新 た な 理 論 の展 開に は,学 習 の生 物 学 的基 礎 を考 慮 に い れ る

こ とが 必 要 とされ る 一(Seligman&Hager,1972)。 鳥類 の音 声 模 倣学 習 は 生物 学 の 分野 で

も以 前 か ら研 究 され て お り,学 習 の生 物 学 的 ・心 理 学 的 両 側 面 の資 料 が 蓄 積 され,理 論 的 統

合 へ の素 地 は 形 成 され つ つ あ る。

本 論 文 では,フ ィール ドお よび 実 験 室 で観 察 され た 鳥類 の"vocalmimicry"現 象 を展 望

し,そ の 機 能 を 説 明 した い くつ か の心 理 学 的 ・生 物 学 的 理 論 を 検 討 す る。

§ 定 義

"vocalmimicry(音 声 模 倣)"と い う現 象 は
,オ ウ ムや キ ュ ウ カ ンチ ョウに 人 語 を 教 え る場

合 な ど,そ れ が 人 間 の 統 制 下 で 形 成 され る場 合 に は か な り明 確 に 特 定 で き る。 しか しな が ら,

自然 状 態 で の"vocalmimicry"を 研 究 す る際 は,方 法論 的 に も問 題 が 少 な くな いbま た,

フ ィール ド研 究 か らは,鳥 類 の"vocalmimicry"が 以 前 考 え られ て い た よ りもは るか に 普
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遍 的 な 現 象 で あ り,そ の 機 能 も一 義 で は な い こ とが 明 らか に され て い る。 そ こで,現 在 最 も

穏 当 な"vocalmimicry"の 定 義 は 記 述 的 な も の で,「 あ る種 に 属 す る個 体 の発 声 が,他 種

の 個体 に典 型 的 な発 声 や何 らか の 環境 音 に 類 似 して い る こ と」(Baylis,1982)と い うもの

で あ る 。 な:お,日 本 語 で は 同 じ く模 倣 と訳 され る こ との 多 い"imitation"は,適 用 範 囲 の よ

り広 い用 語 で あ る が,同 種 内 で の 音声 模倣 とい う意 味 に 限 局 して 使用 され る こ と も多 い(例

え ば,Dobkin,1979)。

(機 能 的 に定 義 す る こ との問 題 点)

Dobkin(1979)は,"vocalimitation"を そ の種 固有 の地 鳴 きや 同 種 の ソ ン グの模 倣 発声

が 同種 内 で使 用 され る もの,ま た,"vocalmimicry"を 他種 の 地 鳴 き や ソ ン グの 模倣 発声

が 異 種 間 で用 い られ る も の,と 機 能 的 に定 義 し た。 しか し な が ら,托 卵 鳥 で あ る シ コ ンチ ョ

ウ類(indigo-bird;V♂ ぬ α 功 ρ.)は,宿 主(異 種)の ソ ン グを模 倣 して 同 種 他 個 体 に対 す

る求 愛 ソ ングや なわ ぽ りソ ング に 用 い る(Payne,1976)た め,Dobkin(1979)は これ を

"vocalimitation"と 分 類 せ ざる を え なか
った。 こ の よ うに,現 在 ま で に,十 分 満足 で き る

機 能 的 定 義 が 見 い だ され た とは い えな い 。Baylis(1982)も 引用 し て い る よ う に,"vocal

Inimicry"を 含 む 鳥 類 の ソ ン グは 基 本 的 に は1種 の行 動 パ タ ン な の で あ り,そ の機 能 や 機 制

を 研 究 対 象 とす る場 合,そ の定 義 は 機 能 や 機 制 を含 む べ き で は な い。

(記 述 的 定 義 に と も な う問 題 点)

さ き の記 述 的 定 義 も,実 際 の操 作 とし て 適 用 す る 場 合 を 考 え る と,い くつ か の間 題 が あ

る。 そ の一 つ は 模 倣 した 音 声 が 類 似 し てい るか 否 か に関 す る判 断 の問 題 で あ る。 この問 題 は

Gramza(1972)に お い て 検 討 され た 。 通 常,"vocalmimicry"の 研 究 にお い て,類 似 性 の

判 断 は 厳 密 な基 準 もな く実 験 者 の 聴 覚 を た よ りに 行 わ れ る こ とが 多 い が,機 器 を用 い て 数 量

化 した り複 数 の 聴取 者 の 判 断 を 求 め,信 頼 性 を 高 め る努 力 が 必 要 であ る。 そ し て,新 た な 基

準 を 求 め る際,ヒ トに ど う聴 こえ るか とい う観 点 を は な れ,発 声 して い る鳥 に ど う知 覚 され

て い るか,そ の 鳥 に と って は どの 音 響 学 的 パ ラ メ ー タが 重 要 な の か とい う観 点 に 立 た な くて

は な らな い 。 しか しな が ら,模 倣 音声 の知 覚 に つ い て の,動 物 精 神 物 理 学 的 な 研 究 は あ ま り

行 わ れ て い な い の が現 状 で あ る。

問題 の今1つ は,種 間 で模 倣 が 行 わ れ る 場 合 どち らの種 が 模 倣 した の か とい う点 であ る。

"vocalmimicry"が 確 認 され る た め に は
,モ デ ル とな っ てい る 動 物 あ るい は環 境 音 の 特定

が 必要 だ が,フ ィ ール ド研究 で は な か な か 困難 な課 題 で あ る。 この 場 合,モ デ ル で あ る動 物

とは1年 の 少 な くと も一 時期 同所 的 で あ る こ と,ま た,そ の 発声 が 模 倣 鳥 に お い て は 非 典型

的 で あ る が モ デ ル動 物 に お い て は典 型 的 な音 声 で あ る こ とを検 証 し な くて は な らな い。 同所

性 の2種 の発 声 が新 しい音 声 に収 敏 し て い く こ とが あ る が,こ れ は"vocalmimicry"で}よ

な い(Baylis,1982)。 また,も の まね 鳥 で あ る キ ュ ウカ ンチ ョウは 人語 を模 倣 し た 同 種 他個 体
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の音 声 を 間 接 的 に 模 倣 す る こ とが あ る が,

imitation"と い うべ ぎ現 象 で あ る。

こ れ も``VOCalmimiCry"と い う よ りは"VOCaI

§ 基 本 的 な 現 象 ・ 鳥 類 の"vocalmimicry"へ の2つ の ア プ ロ ー チ

これ まで,鳥 類 の"vocaimimicry"は,背 景 とす る理 論 も,研 究方 法 も,対 象 とす る動

物 も,大 き く異 な る2つ の ア プ ロ ーチ に よ って研 究 され て きた 。 そ の 一 つ は,フ ィ ール ド研

究 を 主 体 とす る 行 動 生 態学 的 研 究 で あ り,さ ま ざ ま な種 の"vocalmimicry"が 観 察 され 比

較 され た 。 も う一 つ は,実 験 室 に お け る実 験 心 理 学 的 な 研 究 で,も の まね 鳥 とい う限 定 され

た数 種 を 対 象 と して,音 声 模 倣 行 動 の 獲 得維 持過 程 や 言語 的 行 動 と して の 機 能 が 分析 さ れ た 。

1)フ ィー ル ドにお け る研 究

フ ィ ール ド研究 で は,鳥 類 に お け'る"vocalmimicry"の 普 遍性 が 問 題 と され,そ の 生 態

学 的機 能 や進 化 論 的意 味 が論 じ られ た。

1.1.)"vocalmimicry"の 観 察 され た 鳥類

Kroodsma&Baylis(1982)に よ る と,"vocalmimicry"の 報 告 され て い る鳥 類 は,野

生状 態 で 通常 観察 さ れ る種 か ら隔離 飼育 さ れ た個 体 で 偶 然 的 に 観 察 され た種 まで 含 め,二 百

数 十 種 に の ぼ る(表1に 抜 粋)。 そ し て,そ の大 多 数 は ス ズ メ 目(Passeriformes)に 属 す る

とい う分 類 学 上 の特 徴 を 持 つ 。 しか しな が ら,分 布 して い る地 域 は 全 大 陸 に お よび,そ の生

態 や 行 動 は一 様 で は な い。"vocalmimicry"を 行 う鳥 に唯 一 共 通 す る特 徴 は,音 声 レパ ー

ト リー を学 習 に よっ て獲 得 す る とい う こ とで あ る(Baylis,1982)。

1.2.)野 生 もの まね 鳥 に お け る"vocalmimicry"

ヒ トの手 で飼 育 され た もの まね 鳥 が音 声 を巧 み に模 倣 す る とい うこ とは よ く 知 ら れ て い

るが,野 生 で そ の能 力 が どの よ うに用 い られ る か につ い て は あ ま り報 告 が な い 。Bertram

(1970)は,イ ン ドの フ ィール ドで22ケ 月 にわ た り観 察 した キ ュ ウ カ ンチ ョウに つ い て,同

種 の地 鳴 きは 模 倣 し た が他 種 の 音声 は発 声 しなか っ た と報 告 して い る 。 と ころ が,イ ン ドネ

シ ア の シ ベル ー ト島 の熱 帯 雨 林 で は,野 生 キ ュ ウカ ンチ ョウが,2種 の 霊長 類 の 音声,ク ロ

ヅス テ ナ ガザ ル(Kloss'sgibbon,耳yzo肱'85乃zo∬ の の警 戒 コー ル とオ ス の メ ン タ ウ ェー

シ シ バ ナ ザ ル(pig-tailedlangur,&砺 α∫60駕oZ(の のspacingcallを 模 倣 して い る の が

観 察 され た(Tenaza,1976)。 キ ュ ウ カ ン チ ョウ は これ らの霊 長 類 の発 声 直 後 に そ の模 倣 音

声 を発 声 し,pig-t註iledlangurの 場 合,12回 の発 声 の うち,数 秒 以 内 に キ ュ ウカ ンチ ョウ
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.表1"Yocalmimicry"が 確認 され た鳥類(Kroodsma&Baylis,1982か らの抜粋)

この表 はKroodsma&Baylisが 鳥類の音声学習に 関してまとあた表 の中か ら,"vocalmimicry"

た)。 彼 らは音声学習を6つ のタイプに分類 しているが,広 義の"vocalmimicry"に 関係す るのはそ

る種間の音声模倣,bが 統制され た実験室における他種 の鳥 の音声の模倣,cが 統制 された実験室にお
一様に観察され てい る種を

,*は 一部の個 体で音声模倣が報告 され てい る種 を 意 味 す る。和名お よび

和 名(英 名)

オ ウ ム 目:Psittaciformes

ヒ イ ン コ 科:Loriidae

ズ グ ロ イ ソ コ(Purple-nappedLory).

オ ウ ム 科:Cacatuidae

¥コ バ タ ソ(LesserSulphur℃restedCockatoo)

¥キ バ タ ン(Sulphur-crestedCockatoo)

¥オ オ'ノミタ ン(Salmon-crestedCockatoo)

イ ン コ 科:Psittacidae

セ キ セ イ イ ン コ(Budgeriger)

ヨ ウ ム(GreyParrot)

ア オ ボ ウ シ イ ン コ(Turquoise-fro且tedParrot)

キ ビ タ イ ボ ウ シ イ.ン コ(Yellow-headedParrot)

キ ツ ツ キ 目=Piciformes

オ オ ハ シ 科:Ramphastidae

キ バ シ ミ ド リ チ ュ ウ ハ シ(Emeral(1Toucanet)

ス ズ メ 目:Passeriformes

コ ト ド リ科=Menuridae

コ ト ド リ(SuperbLyrebird)

ア ル バ ー ト コ ト ド リ(PrinceAlbert'sLyrebird)

クサ ム ラ ドリ科(Atrichornithidae)

ノ ドジ.ロ クサ ム ラ ド リ(NoisyScrub-bird)

ワ キ グ ロ ク サ ム ラ ド リ(RufousScrub-bird)

ヒ バ リ科:Alaudidae

ヤ ブ ヒ ノミリ(SingingBush-lark)

ナ ン ア ヤ ブ ヒ バ リ(SouthernSingingBush-lark)

カ レ ハ ヤ ブ ヒ ノミリ(Fawn-colouredLark)

ノ、ヤ シ ヤ ブ ヒ バ リ(SabotaLark)

ク ロ エ リ コ ウ テ ン シ(Ca星andra.Lark)

モ リ ヒバ リ(WoodLark)

ヒノミリ(Skylark)

セ キ レ イ 科:Motacillidae

マ ミジ β タ
.ヒノミリ(Richard'sP玉pit)

コ ノ ハ ド リ科:Irenidae

コ ノ ハ ド リ類(Leafbirds)

モ ズ科:Laniidae

セ ア カ モ ズ(Red-backedShrike)

学 名

Loriusdomicellus

Cacatuasulphurea

C.galerita

C.Inoluccensis

Melopsittacusundulatus

Psittacuserithacus

Amazonaaestiマa

A.ochrocephala

.Aulacorhy皿chusprasinus

Me鳳uranovaehollandiae

M.alberti

Atrichornisclamosus

A.rufescehS

Mirafralavanica

M.cheniana

M.africanoides

M.sabota

MelanocQryphacalandra

Lullulaarborea

Alaudaarvensis

Anthusnovaeseelandiae

ChloropsisspP.

Laniuscollurio



鳥類における音声模倣行動 153

を行 う種を抜粋 し,そ れに和名,生 息地を加えたもので ある(一 部¥が ついている 種は 著者が 付 け 加 え

の うちの3つ であ る。音声模倣 の種類 の項は,彼 らに よる音声模倣 の分類を示 し,aが 自然状態の鳥に よ

け る非鳥類(ヒ トな ど)の 音声 の模倣を表す。 また,**は ほ とん どあるいはすべての個体で音声模倣 が

生息地は山階(1986)に 準拠 した。

生 ♂ 地

モル ッカ諸島

セ レベ ス,小 ス ン ダ諸 島

パ プ ア諸 島,ニ ュー ギ ニ ア,オ ース トラ リア,

タ ス マ ニ ア

モ ル ヅカ諸 島

オ ー ス トラ リア

ア フ リカ.

南 米

中米

中南米

オ ー ス トラ リア

オ ー ス トラ リア

オ ー ス トラ リア

ナ ース トラ リア

ア フ リカ,イ ン ド,東 南 ア ジ ア,オ ー ス トラ

リア

ア フ リカ

ア フ リカ

ア フ リカ

ヨ ー ロ ッパ,ア フ リカ,中 近東

ヨ ー ロ ヅ パ,ア フ リ カ,コ ー カ サ ス,イ ラ ン

ヨ ー ロ ッ パ,ア フ リ カ,ロ シ ア,中 近 東,イ

ン ド,東 ア ジ ア

ア フ リカ,中 近 東,南 アジ ア,東 南 ア ジ ア,

オ ース トラ リア

東 南 アジ ア,イ ン ド

ヨ ー ロ ッパ,中 近 東,中 国,ソ 連

音声模倣
の 種 類

C

C

C

C

bc

bc

C

C

a?

ab**

a**

a*

a**

a**

a*

a*

a*

a**

C

ac

a*

a**

a**
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Lorenz(1952)

Baptista(unpublisheddata)

Wagner(1944)

Robinson(1974,1975),Chisholm(1932,

1946),Bell(1976)

Robinso皿(1974,1975),Chisholm(1932,

1946)

Robinson(1975),Smith&Robinson

(1976)
Chisholm(1946),Robillson(1973,1975)

Bourke(1947),Chisholm(1946)

Vernon(1973)

VernoI1(1973)

Vernon(1973)

Verno且(1973)

Armstrong(1963),Hartshorne(1973),

Witherbyetal.(1941),Alexander

(1927)

Godman(1955)

Hartshorne(1973),Godlnan(1955),

Witherbyetal.(1941)

Chisholm(1946)

Ali(1941,1949),Bertram(1970),

Hartshorlle(1973)

Blase(1960),Armstrobg(1963),
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カ タジ ロオ ナ ガ モ ズ(FiscalShrike)

マ ネ シ ツ グ ミ科:Mimidae

ネ コマ ネ ドリ(GrayCatbird)

マ ネ シ ッ グ ミ(NorthernMockingbird)

L.collaris

Dumetellacarolinensis

Mimuspolyglottos

ハ ジ ロ マ ネ シ ッ グ ミ(White-bandedMockingbird)

ガ ラ パ ゴ ス マ ネ シ ツ グ ミ(CharlesMockingbird)

チ ャ イ ロ ツ グ ミモ ドキ(BrownThrasher)

オ オ ム ジ ツ グ ミモ ドキ(CaliforniaThrasher)

ヒ タ キ 科lMuscicapidae

ヒ ガ シ バ ジ ロ ヤ ブ コ マ ド リ(EasternBeardedScrub-Robin)

サ ヨ ナ キ ド リ(Nightingale)

ズ ア カ ツ グ ミ ヒ タ キ(Red-cappedRobinChat)

チ ャ バ ラ ツ グ ミ ヒ タ キ(ChoristerRol)inChat)

オ グ ロ ツ グ ミ ヒ タ キ(Ruppell'sRol)in-chat)

ア カ ・・ラ シ キ チ ョ ウ(White-rumpedShama)

シ ロ ビ タ イ ジ ョ ゥ ビ タ キ(Redstart)

ノ ビ タ キ(Stonechat)

ヘ
ク ロ エ リサ バ ク ヒ タ キ(CappedWheatear)

イ ソ ドル リ チ ョ ウ(MalabarWhistlingThrush)

ク ロ ウ タ ド リ(Blackbird)

ナ ン ベ イ クnウ タ ド リ(Glossy-blackThrush)

ガ ビ チ ョ ウ(Hwa-Mei)

ス ゲ ヨ シ キ リ(SedgeWarbler)

シ ベ リ ア ヨ シ キ リ(Blyth'sReedWarbler)

ア フ リ カ ヨ シ キ リ(AfricanReedWarbler)

ヌ マ ヨ シ キ リ(MarshWarbler)

キ イ ロ ウ タ イ ム シ ク イ(lcterineWarbler)

マ ミジ ロ ヤ ブ ム シ ク ィ(White-brOwedScrubWren)

コ シ ア カ ア レ チ ム シ ク イ(Chestnut-rumpedHeath・wren)

ノ ド ア カ ア レ チ ム シ ク イ(Redthroat)

タ テ フ ム シ ク イ(SpeckledWarbler)

ミナ ミ ク ロ ヒ タ キ(SouthAfricanBlackFlycatcher)

M.tri亡rus

Neso皿i11ユustr三fascia重us

Toxostomarufum

T.redivivu皿

Erythropygiaquadriv至rgata

Erithacusmegarhynchos

Cossyphanatalensis

C.dichroa

C.semirufa

Copsychusmalabaricus

Phoenicurusphoenicurus

Saxicolatorquata

Oenanthepileata.

Myiophoneushors丘eldii

Turdusme止ula

T.serranus

Garrulaxcanorus

Acrocephalusschoenobaenus

A.dロmetorum

A.baeticatus

A.palustris

HipPola呈sicterina

Sericornisfrontalis

S.pyrrhopygia

S.brunneus

S.sagittata

Melaenornispanimelaina
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ア フ リ カ

北米

北米

南 米

ガ ラパゴス諸島

北 米

北中米

ア フ リ カ

ア フ リ カ,ヨrロ ッ ノ㍉ ロ シ ア,

ア フ リカ

ア フ リカ

ア フ リカ

ヒ マ ラ ヤ,イ ン ド

ア フ リカ,中 近 東,ヨ ー ロ ッパ

中近東

ア フ リカ,ヨ ー ロ ッパ,中 近 東,ソ 連,

ジ ア

ア フ リカ

イ ソ ド

北 大 西 洋 諸 島,ア フ リ カ,ヨ ー ロ ッパ,

東,ロ シ ア,南 アジ ァ

中南 米

中 国,東 南 アジ ア

ア フ リカ,.ヨ ー ロ ッパ,ソ 連,中 国

ヨー ロ ッパ,ソ 連,中 近 東

ア フ リカ

ヨー ロ ッパ,ソ 連,中 近 東

ヨー ロ ッパ,中 近 東,.ソ 連

オ ー ス トラ リア

オ ー ス トラ リア

オ ー ス トラ リア

オ ー ス トラ リア

ア フ リカ

東 ア

中近

a*

a*

abc**

**a

a

a

a

a**

ac

a**

a**

a**

a**

a**

a*

a**

ac

abc

ζ**

C

a*

a**

a**

a**

a*

a*

a**

a*

a*

a*

Dowsett-Lemaire(1979),

Witherbyetal.(1941)・

Moreau,citedinArmstrong(1963),

Vernon(1973)

Harcus(1973),Thompson&Jane

(1969),Boughey&Thompson(1976)
Wildenthal(1965),Borror&Reese
(1956),Hatch(1967),Howard(1974),
Laskey(1944)

Hartshorneq973),Armstrong(1963)
Bowman(unpublisheddata)
Bent(1948),Kroodsma(unpublished
data)

Hartshorne(1973),Bent(1948)

Vernon(1973)

Witherbyetal.(1931),.Todteta1.

(1979),Godmah(1955)

Oatley(1970),Thorpe(1972),Vemon

(1973),Farkas(1969)

ThQrpe(1972),Harcus(1977b),Oatley

(1970),Vernon(1973)

BensQn(1946,1948),Thorpe(1972),

Hartshorne(1973),Oatley(1970)

Gwinner&Kneutgen(1962),

Hartshome(1973),Armstrong(1963)

W三therbyetaL(1941),Armstrong

(1963)

Ver皿on(1973),Witchell(1896),

Armstrong(1963)

Ve「non(1973)

McCa皿(1931),Bertram(1970)

Tretzel(1967),Witherbyetal.(1941),

Messmer&Messmer(1956)

Skutch(1950),Hartshorne(1973),

Ar班stro皿g(1963).

Baptista(unpublisheddata)

WitherbyetaL(1941),Armstrong

(1963)

Witherbyetal.(1941),Hartshorne

(1973)

Vemon(1973)

WitherbyetaL(1941),Lemaire(1974,

1975ab),Dowsett-Lemaire(1979)

Witherbyetal.(1941),Hartshome

(1973)

Ch圭sholm(1946)

Hartshorne(1973),Chishol卑(1946)

Chisholm(1946)

Chisholm(1946)

Vernon(1973)
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シ ロ ハ ラ ク ロ ヒ タ キ(FiscalFlycatcher)

ハ シ ブ トモ ズ ヒ タ キ(CrestedShrike-tit)

!・ナ ド リ科:Dicaeidae

ヤ ド リギ ハ ナ ド リ(Mistletoe-bird)

メ ジ ロ科:Zosteropidae

ノ・イ ム ネ メ ジ β(Gray-breastedSilvereye)

ミ ツ ス イ 科:Meliphagidae

エ リ マ キ ミツ メ ィ(Tui)

ホ オ ジ ロ科:Emberizidae

ム ネ ア カ イ カ ル(Rose-breastedGrosbeak)

ス ミ レ フ ウ キ ン チ ョ ウ(ViolaceousEuphonia)

ハ シ ブ トス ミ レ フ ウ キ ン チ ョ ウ(Thick-billedEuphon量a)

ア メ リ カ ム シ ク イ 科:Parulidae

オ オ ア メ リ カ ム シ ク イ(Yellow-breastedChat)

モ ズ モ ドキ 科:Vireon三dae

メジ ロモ ズ モ ドキ(Wh量te-eyedVireo)

ム ク ド リモ ドキ 科:Icteridae

キ イ ロ ム ク ド リ モ ドキ(YellowOriole)

ア ト リ科:Fringillidae

カ ナ リア(Canary)

ム ネア カ ヒ ワ(Linnet)

ウ ソ(Bull丘nch)

シ メ(Haw丘nch)

ハ タ オ リ ド リ科=Ploceidae

シ コ ン チ ョ ウ(VillageIndigobird)

ク ロ シ コ ン チ ョ ウ(VariableIndigobird)

キ サ キ ス ズ メ(Fischer'sWhydah)

ミカ ドス ズ メ(Shaft-tailedWhydah)

ホ ウ オ ウ ジ ャ ク(ParadiseWhydah)

オ ビ ロ ホ ウ オ ゥ ジ ャ ク(Broad-tailedParadiseWhadad)

ム ク ド リ科:Sturnidae

ホ シ ム ク ド リ(Commonstarling)

カバ イ ロ・・ッ カ(Com瓜onMynah)

ハ ッカチ ョウ(CrestedMynah)

キ ュ ウ カ ソチ ョゥ(HillMynah)

コウ ラ イ ウ グイ ス科:Oriolidae

シ ロ・・ラ コ ウ ライ ウ グ イ ス(White-belliedOriole)

M.silens

Falcunculus frontatus

Dicaeumhirundinaceum

ZosteroP寧lateralis

Prosthemaderanovaeseelandiae

Pheucticusludovic至anus

Euphon至aviolacea

E.1aniirostris

ICteriaVirenS

Vireogriseus

ICterUSnigrOgUlariS

Serinuscanaria

Acanthiscanllabina

Pyrrhulapyrrhura

Coccothraustescoccothraustes

Vidua.chalybeata

V.funerea

V.丘scheril

V.regia

V.paradisaea

V.orientalis

Sturnusvulgaris

Acridotherestristis

A.cristatellus

Graculareligiosa

Oriolussagittatus
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ア フ リカ

オ ース トラ リア

モル ッ カ諸 島,オ ー ス トラ リア

ポ リネ シア,メ ラ ネ シ ア,オ ー ス トラ リア

ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド,メ ラ ネ.シア

北米

南米

中南米

北中米

北米

西 イン ド諸 島

北大西洋諸島

.北 大 西 洋諸 島
,ヨ ー ロ ッパ,ロ シ ア,中 近 東

北 大 西 洋諸 島,ヨ ー ロ ッパ,ロ シ ア,中 近東,

北 ア ジ ァ

ア フ リカ,ヨ ー ロ ッパ,中 近東,ロ シ ア,北

ア ジア,東 ア ジ ア

ア...フリカ

ア フ リカ

ア フ リカ

ア フ リカ

ア フ リカ

ア フ リカ

ヨー ロッパ,中 近 東

南 アジア,中 国

中国,台 湾

イソ ド,東 南アジア

ニ ューギ ニア,ナ 」 ス トラ リア

a*

a*

a*

a*

C

bc

a**

a**

a*

a**

a**

bc

bc

bc

bc

a**

a**

a**

a**

a**

a**

ac**

(¥b)

b

ac

abc

a*

Vernon(1973)

Chisholm(1946)

Chisho1皿(1946)

Chishol皿(1932)

Gilliard(1958)

Lemon&Chat丘el(1(1973),Pellett,

citedinScott(1902)

Snow(1974)

Remsen(1976),Morton(1976)

Hartshorne(1973),Scott.(1902),

Grinnelletal.(1930),Cook(1935)

Adkissoh&Conner(1978),Townsend

(1924),Bradley(1980)

Armstrong(1963)

God皿an(1955),NottebQhm&.

Nottebohm(1978),Poulsen(1959)

Marlereta1.(1973),Waser&

Marler(1977)

Poulsen(1954),Godma皿(1955)

Mcolai(1959),Wilklnson&Howse

(1975),Schubert(1976),God皿an

(1955),Thorpe(1955)

ThOlnson(1964) .

Payne(1973a),Nicolai(1964,1974)
Payne(1973a)

Nicolai(1964,1973,1974)
Nicolai(1964,1974)

Nicolai(1964),Paylle(1973b,1980)
9

Nicolai(1964)

Armstrong(1963),Witherbyetal.

(1941),Godman(1955),Vemo且

(1973),Moss(1977),Towns6nd

(1924),AIIard(1939),Westetal.

(1983¥)

Dean,cited.inVemon.(1973)

Baptista(u皿pllbl三sheddata)

Thorpe(1959,1967),Tella勿a(1976),

Bertraln(1970),Godman(1955)

Gilbert(1937),Chi$holln(1946)
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オ ウ チ ュ ウ 科:Dicruridae

カ ク ビ オ ウ チ ュ ゥ(Square-tailedDrongo)

ク ロオ ウチ ュ ウ(Fork-tailedDrongo)

カ ザ リオ ウ チ コ.ウ(LargeRacket-tailedDrongo)

フ エ ガ ラ ス 科:Cracticidae

ハ イ イ ロ モ ズ ガ ラ ス(GrayButcherb呈rd)

カ サ サ ギ フ エ ガ ラ ス(AustralianMagpie)

ニ ワ シ ド リ科:PtiIonorhynchidae

バ バ シ ニ ワ シ ド リ(Tooth・biIledBowerbird)

オ ウ ゴ ン ニ ワ シ ド リ(Golde亘Bowerbird)

ア オ ア ズ マ ヤ ド リ(SatinBowerbird)

マ ダ ラ ニ ワシ ドリ(SpottedBowerbird)

カ ラス 科=Corvidae

アオ カ ケス(BlueJay)

カ ケス(Jay)

ア メ リカ ガ ラ ス(COInmonCrOw)

ハ シ ボ ソガ ラ ス(CarrionCrow)

ワ タ リガ ラス(Raven)

Dicrurusludwigii

D.adsimilis

D.paradiseus

Cract量custorquatus

Gy皿norhinatibicen

Scenopoeetesde皿tirostris

Prionoduranewtoniana

PtilonorhynchusviQlaceus

Chlamydera】 〔naculata

Cyanocittacristata

Garrulusglandarius

Corvusbrachyrhynchos

C.corone

C.CQrax

が 発 声 した のは10回 に 及 ん だ 。 キ ュ ウカ ンチ ョ ウの模 倣 した,こ れ らの コ ール は 森林 の 主 要

な 背 景 騒 音 とい うお け では なか った(Kloss'sgibbonの 警…戒 コー ル は99日 の 調査 期 間 中8日

間12機 会 聞か れ た にす ぎな い,pig-tailedlangurの コール も最 初 の11週 聞 に は 全 く聞 か れ

な か った が,最 後 の3週 間 に な りそ の3分 の2の 日数 で観 察 され た)。 一 方,む しろ 背 景 騒

音 とな っ て い る,Kloss'sgibbonの オ ス お よび メス の ソ ング や オ ス の メ ン タ ウ ェ ー リー フ

モ ン キ ー(Mentawailangur,Pプ θ5の添 ρo'θπ2ゴαηの のspacingcaHは 模 倣 して い な い 。

Tenazaは,キ ュ ウカ ンチ ョ ウは 出現 頻 度 の 少 な い 他 種 の 音声 を 模 倣す るの で は な い か と推

測 し てい る。 こ の例 に よっ て,キ ュ ウ カ ンチ ョ ウの音 声 模 倣 行 動 が 必ず し も人工 的 な環 境 で

の特 殊 な 行 動 では な い こ とが 示 唆 され た 。

2)実 験 室 に お け る研 究

これ に 対 して,実 験 室 で は,も の まね 鳥 の精 巧 な音 声 模 倣 を 実 現 す る機 構 や ヒ トの 言語 行

動 との類 似 性 な どが 注 目され,心 理 学 的 生 理 学 的 観 点 か ら分 析 が進 め ら れ て き た 。 音 声 模

倣 行 動 に 対 す る心 理 学 的 な ア プ ロー チ とし て は,MOwrerの もの まね 鳥 数 種 を 用 い た 研 究

(1950,1960ab),Grosslightら(Grosslight&Lively,1963;Grosslight.&Zaynor,1967)

お よび 宮 本 ら(宮 本,1985)の キ ュ ウ カ ン チ ョウ を用 い た研 究,Pepperbergの ヨウ ムを 用

い た 研 究(Pepperberg,1981,1983)が あ る。 また,本 論 文 では と りあ げ ない が,心 理 学 以
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ア フ リカ

ア フ リカ

南 ア ジア,東 南 ア ジア

オ ー ス トラ リア

オ 〒 ス トラ リア,ニ ュー ギ ニ ァ

オ ー ス トラ リア

オ ー ス トラ リア

オ ー ス トラ リア

オ ー ス トラ リア

北 米

ヨ ー ロ ッパ,ア フ リカ,中 近東,

国,東 ア ジ ア

北 米

ヨー ロ ッパ,中 近 東,ソ 連,東 ア ジア

近 東,ソ 連,中 国

ロシ ア,中

北極 圏,北 中 米,ヨ ー ロ ッパ,ア フ リカ,中

a**

a**

a**

a*

ac

a*

a*

a*

a*

bc

ac**

bc

C

bc

Vernonq973),Ali(1941,1949)

Armstrong(1963)

Vemon(1973),Ali(1941,1949)

Armstrong(1963)

Hartshorne(1973)

Chisholm(1946)

Robinson(1975),Chisholm(1946)

Chisholm(1946)

Chisholm(1946)

Rob五nson(1974,1975),Chisholm(1946),

Gilliard(1969)

Hartshorne(1973),Chisholm(1946)

Ramsey(1972,1973),Kramer&

Thompson〈1979),Scott(1902)

Armstrong(1963),Scott(1902)

Witherbyetal.(1941)

Hartshome(1973)

Lorenz(1952)

Hartshorne(1973),Witherbyetai.

(1941)

外 の ア プ ロ ーチ とし て,キ ュ ウカ ンチ ョウに お い て発 声 器官 の解 剖学 的研 究 と音 声 の音 響 学

的 研 兜 を 対 応 さ せ たKlatt&Stefanski(1974)の 研 究 お よび 伊 福 部 ・平 原 の研 究(伊 福

部,1984),キ ュ ウカ ンチ ョウの聴 覚一 発 声系 を 神経 科 学 的 に 分 析 したLangnerら の 研 究

(Langner,Bonke&Scheich,1979,1981)お よび斎 藤 らの研 究(斎 藤,1981)も あ る。

2.1.)キ ュ ウ カ ンチ ョウの"vocalmimicry"に 関 す る研 究

キ ュ ウカ ンチ ョウが 「もの まね」 を す る とい う事 実 は 多 くの 人 に 知 られ て い るが,そ の 行

動 を 制 御 して い る変 数 が何 か とい うと不 明 の 点 が 多 い 。 そ こで,こ の 鳥 の 「もの まね 」学 習

ほ大 変気 ま ぐれ な 印 象 を 与 え る。 また,明 らか に 模 倣 で きる 音声 が な ん らか の条 件 変 化 に よ

っ て全 く出現 し な くな る とい う こ とは 日常 よ く経 験す る こ とで あ り,Grosslight&Zaynor

(1967)な どは そ の 学 習(1earning)と 反 応 遂 行(performance)を 区別 し て分 析 し て い る。

以 下,こ れ ま で検 討 され て きた 要 因 を概 観 す る。

2.1.1.)新 しい模倣音声を獲得する際に作用する要因

(訓練方法)

音声模倣訓練には,経 験的にさまざまな方法が用いられているが,そ の有効性を訓練間で

比較 した り,本 質的な過程を実験的に分析した研究はほ とんどない。 訓練者の種類 や特性
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(生 物 か 非 生 物 か,訓 練 者 の属 す る種,社 会 的 文 脈 の有 無 な ど),音 声 刺 激 の呈 示 方 法(反

応 随 伴 性 ・刺 激 随 伴 性 の有 無,強 化 刺 激 の種 類)な ど,要 因 の複 雑 さ と操 作 の困 難 さ のた め

に,体 系 的 な 分 析 が な され てい ない のが 現 状 であ る1)。 これ ま で音 声 模 倣 訓 練 に 用 い られ て

きた 方 法 を 大 別 す る と,ヒ トの訓 練 者 に よ る対 面 場 面 法,録 音 した 音 声 を 一 定 時 間 単 純 に 再

生 す る テ ー プ トレ ー ニ ン グ法,模 倣 発 声 に優 れ た キ ュ ウ カ ンチ ョウを 訓 練 者 に用 い る方 法 が

あ る。 これ らは,単 に 模 倣 す べ き音声 の 発 生 源 が ど こに あ るか とい う観 点 か ら分 類 され た も

の で あ る。

(新 た な音 声 模 倣 に要 す る 時 間)

Ginsburg(1963)は,月 齢3-4ケ 月 で 購 入 した2羽 の キ ュ ウ カ ンチ ョウを 個 別 飼 育 し,

実 験 者 の 音声"Hello"を 毎 日間 欠 的 に1-2時 間 呈示 す る こ とに よ って,大 体2ケ 月 で模

倣 発 声 が 聞 か れ る よ うに な った と して い る。 こ の訓 練 では,刺 激 の呈 示 方 法 とし て,① 実 験

者 が ケ ー ジの ぞ ぼ か ら単 語 を 話 しか け る,② テ ー プに 録 音 した 実 験 者 の音 声(単 語)を 繰 り

返 し再 生す る,③ 食 餌 に 際 して 実験 者 が"Hello"と い って エ サ を手 で与 え る(約20個),と

い う3種 の 方 法 が 併用 され た 。 テ ー プ トレ ー ニ ン グを 用 い た 例 とし ては,宮 本 ・橋 野 ・赤 刎

(1984)に 記 載 さ れ て い る報 告 が あ る。 彼 らは,推 定 月齢5ケ 月 の キ ュ ウ カ ンチ ョウに,録

音 した 「オ ハ ヨ ウ」(女 声)を10-15秒 間 隔 で,毎 日午 前10時 と午 後2時 に1時 間 ず つ 呈 示

した と ころ,70-100日 で正 確iな:模倣 音 声 が 形 成 され た とい う。 しか し な が ら,Grosslight,

Zay且or&Lively(1964)で は,"Hello,Hello"を45秒 間 隔 で,1セ ヅシ ョン30分 とし て

1日6回18日 間 に わ た り再 生 した が,模 倣 発 声 の徴 候 は 見 られ なか った 。 また,成 鳥 の キ ュ

ウカ ンチ ョウを訓 練個 体 に用 い た 例 と して,宮 本 ・曽我 部 ・橋 野 ・赤 刎(1983)が あ る。 彼

らは,ヒ ト音 声 の 模 倣 発 声 を 行 う成 鳥 に 隣 接 して 未 学 習 の幼 鳥 を 飼 育 す る こ とに よ り,大 体

10-20日 間 で 模倣 発声 が 可 能 に な る こ とを示 して い る。 さ らに,サ ウ ン ドスペ ク トログ ラ ム

を用 い た 分 析 で は,模 倣 音 声 の 類 似 度 は ヒ トを 訓 練 者 に した 場 合 よ りも高 くコ ピーに 近 い 性

質 を も った とい う。 た だ,そ の 音声 模倣 過 程 は 分 析 され て お らず,訓 練 個 体 と被 訓 練 個 体 と

の 問 で どの よ うな交 互 作用 が生 じた か は 不 明 で あ る。 この よ うに,同 じ方 法 の訓 練 を 行 っ て

も,個 体 に よ って また 訓練 す る 音声 に よ って,数 時 間 で完 成 す る場 合 もあ れ ば 数 ケ月 を 要 す

る場 合 もあ り,不 明 の 点 は 多 い(Grosslight&Zaynor,1967)。

(訓 練 者 との 社 会 的交 互 作用)

前 述 し た,い くつ か の 音声 模 倣 訓 練 は,訓 練 者(個 体)と 被 訓 練 者(個 体)の 社 会 的 関 係

とい う点 で も異 な って い る。 こ の要 因 を 実 験 的 に 分 析 した のは,キ ュ ウ カ ンチ ョウに 近 縁 な

ホ シ ム ク ド リ(Europeanstarling;8'%rη%5畷gαr∫5)1を 被 験 体 としたWest,Stroud&

King(1983)の 研 究 で あ る。 実 験 は 日齢 約30日 の ホ シ ム ク ド リに ヒ トの 音 声 を 模 倣 させ る

こ とを 目的 と した 。実 験 条 件 と して,単 独 飼 育 され ヒ トの飼 育 者 か ら豊 富 なvocalattention
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表2飼 育者 との社会的交互作用が異な る飼育条件下で観察 されたホシム クドリの音声模倣

(West,Stroud&King,1983)一 相互的接触(IC) 限定接 触(LC) 聴覚的接触(AC)

実験的操作:飼 育条件

個別飼育/集 団飼育
コウウチョウとの同居

飼育者との社会的関係

ヒト音声の呈示方法

テー プ訓練

(言語音+ロ 笛)

結果:音 声模倣 の内容

言語音

口笛

機械雑音

鳥類 の音声

ホシム クドリの音声

個 別

有

相互的

社会的文脈での話し

かけ

有

39%

33%

5%

16%

7%

個 別

有

通常の世話

ヒ ト同士 の日常会話

の聴取

無

0%

0%

1%

49%

50%

集 団

無

通常の世話

相互的接触条件のヨ
ークト群

(視覚的接触は無)

有

0%

0%

0%

3%

97%

とcompanionshipを うける相互的接触(IC)条 件,単 独で飼育されヒトの会話 も聞こえる

が話しかけなどヒトとの交互作用はなされない限定接触(LC)条 件,集 団で飼育され ヒト

との交互作用はなされないが聴覚的にはIC条 件の1羽 と同じ聴覚的接触(AC)条 件,の

3条 件が検討された。単独飼育されるIC条 件とLC条 件のケージには,オ スのコウウチ ョ

ゥ(Brown-headedcowbird;ハ%Zo疏 彫5σ'の が1羽 ずつ入れられた。 さらに,飼 育者は

模倣行動を強化しないように配慮し,意 識的な模倣訓練は行わなかった。 また,IC条 件と

AC条 件に関しては,テ ーフ。に録音された ヒトのことば と口笛が1ケ 月にわた り1日2回 呈

示 された。 結果は,IC条 件の模倣の多 くが不完全な構音ながらもヒトの音声 であった(平

均で約70%)の に対 し,LC条 件では コウウチ ョウの模倣とホシムクドリの模倣が半々,

AC条 件ではほとんどが同種の模倣であ り(表2参 照),操 作の効果が明白であった。 また,

この実験において,テ ープに録音された音声は全 く模倣されず,模 倣音声の多 くが飼育者の

それであったことは注 目に値する。ホシムクドリの幼鳥は,社 会的交互作用のあった飼育者

の音声だけを,特 別な訓練を行わなくても模倣 したのである。

(反応随伴性の効果)

音声模倣をオペ ラント条件づけ(逐 次接近法)に よって形成しようとする場合,最 初に問

題 となるのが強化すべ き反応 クラスの問題である。Grosslight&Zaynor(1967)は,音 声

模倣訓練に入る以前の未分化な発声を強化することにより音声模倣そのものが促進 されると

い う仮説を立てたが,こ の仮説はまだ検証 されていない。一般に,対 面場面法にはオペラン

ト形成の過程が内在す ると考えられるが,個 々の発声に対 して強化を呈示するか否かは現場
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の訓練者の判断に委ね られ,実 験的な分析は行われていないのが現状である。今後,模 倣音

声の音響学的分析を行い,音 声模倣過程を適切に表現できるパラメータの抽出が不可欠であ

る。また,有 効な強化刺激の種類,動 機づけの操作に関する検討 も必要である(2.1.2。 項参

照)。

(刺激随伴性の効果)

厳密な実験はまだ行われていないが,自 動的反応形成(パ ブロフ条件 づ けの 遅延条件 づ

け)の 手続を用いて音声模倣を形成しようとする試みはなされた(山 田,1987b)。CSと し

て新奇と考えられる音 声(英 語の"food")が3回 繰 り返され,続 いて反 応 と独立にUS

(エサ)が 呈示される。訓練は1000な いし1500試 行以上行われたが,CS呈 示中,音 源に対

する"sign・tracking"行 動や"goa1-tracking"行 動が優勢とな り,む しろ発声行動は抑制さ

れるとい う結果が得られた。模倣すべき音声になんらかの意味をもたせることによって,模

倣が促進されると考えたわけだが,結 果は必ずしもそ うはならず,今 後パラメ トリックな検

討が必要 となっている。

対面場面法では,社 会的交互作用に関する操作および随伴性や強化刺激の種類に関する操

作が行われること.が多いのに対して,テ ープトレーニング法では,交 互作用 も随伴性操作も

全 く行われないことが多い。また,成 鳥キェウカンチ ョウを訓練者にした方法ではその過程

は分析されない。それぞれの研究では,訓 練時間(時 刻 と時間),模 倣させようとする音声,

強化刺激の有無とその種類,実 験場面外の飼育環境など,音 声模倣に影響を与える可能性の

ある要因がさまざまな条件で用いられ,共 通の基盤で比較できないとい うのが現状である。

2.1.2.)す で に レパ ー ト リー に取 り込 ま れ た 音声 を発 声 あ るい は維 持す る際 に 作用 す る要 因

2.1.2,1.)反 応 随 伴 性 に 関 す る要 因

(反 応 随 伴 性 の効 果)

キ ュ ウ カ ン チ ョウ の音 声 模 倣 行 動 を研 究 す る上 で,発 声 行 動 が オペ ラン ト反 応 な の か ど う

か は まず 検 討 され な くては な らない 問 題 で あ った 。Grosslight,Harrison&Weiser(1g62)

は,持 続 時 間0.4-0.5秒 以 上 の音 声 反 応 を エ サ で 強 化 す る こ とに よ り,比 較 的 短 時 問(2-

3時 間)で 反 応 率 に 効 果 が 現 わ れ る と報 告 した 。 こ の時,ヨ ー ク ト統 制 条 件(ラ ン ダム呈 示

条 件)の 被 験 体 に は反 応 率 の 増 大 は 見 られ な か った 。 また,音 声 反 応 の継 続 時 間 も,こ の分

化 強 化 に よ って,大 変 短 い"awk"か ら0.5秒 ぐ らい ま で延 ばす こ とが可 能 で あ った(Gross-

Iight&Zaynor,1967)。Hake&Mabry(1979)は,キ ュ ウカ ンチ ョウの 音声 反 応 が オ ペ

ラ ン トで あ るな ら,強 化 に よ って反 応 率 を 高 い方 ば か りで な く低 い 方 に も制 御 可 能 と考 え,
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皿ultFRDROス ケ ジ ュー ル(実 験1)お よ びmultFIDROス ケ ジ ュ ール(実 験2)

を用 い て 検 討 した 。 オ ペ ラ ン ト反応 は"awk"と い う発声,強 化 刺 激 は エ サ(マ イ ナ ー フ

ー ド)へ の接 近 ,弁 別 刺 激 は赤 また は 白 の 刺 激 光(直 径2.5cm)で あ った 。実 験1で は,

multFRIFR1か ら訓 練 を は じめ,最 終 的 に はmultFR10DRO-150sec(Mynah90)か

multFR5DRO-210sec(Mynah581)で 維 持 され た 。 最 初 のmultFRFRス ヶ ジ コ.一.

ル で は,両 コ ンポ ー ネ ン トの反 応 率 に差 は な か っ た が,DROス ケ ジ ュ ール の導 入 でDRO

コ ンポ ー ネ ン トの反 応 は消 失 す るに 至 った。FRス ケ ジ ュ ール で は 単 位 時 間 あ た りの 強化 回

数(強 化 率)を 統 制 で きな い の で,・ 実 験2で は,multFI-150secDRO-150sec(Mynah

90)かmultFI-180secDRO-180sec(Mynah581)カ ミ用 い られ た(値 は 訓 練 終 期 の も の)。

強化 率 は どち らの コ ンポ ー ネ ン トも同程 度 で あ るに もかか わ らず,反 応 率 で は大 きな相 違 が

見 られ(Mynah90,7.5vs.0.4;Mynah581,8.5vs.0.3;い ず れ も1分 あ た りの平 均 反 応

数),反 応 随 伴 性 に よ る効 果 が 明 らか で あ った 。 ま た,実 験4で は3羽 の キ ュ ウカ ンチ ョ ウ

を 用 い て消 去 の効 果 が 検 討 さ れ た 。 そ れ ぞ れmultFI3-minFI3-min,multFI2.、5-

minFI2.5-min,multFI7-minFI3-minス ケ ジ ュール の後,皿ultEXTEXTス ケ ジ

ュ ール か 単 な る消 去 手 続 に 移 行 した 。 消 去 に お い て反 応 率 は次 第 に低 下 した が,そ の効 果 は

一 定 でな く強 化 時 の25%を 越 え るセ ヅシ ョン も少 な くな か った(強 化 時 の平 均 反 応 率 を1と

した場 合 の平 均反 応 率 は26%一43%)。

(罰 の効 果)

キ ュ ウカ ンチ ョウの模 倣 発 声 行 動 を抑 制 す る手 段 と して,罰 の効 果 が検 討 され た(GrOSs-

light&Zaynor,1967)。 彼 らに よ り,日 常 生 活 場 面 の キ ュ ウ カ ンチ ョウに 電 撃 を用 い る こ

とは 不適 当 で あ り,突 然 の 消 灯 が 有 効 な 方 法 で あ る こ とが 示 さ れ た 。 具 体 的 に は,"Ah,

shutup"と い う弁 別 刺 激 の下 で持 続 時 間0.3秒 以 上 の 音 声 反 応 を 自発 す る と,突 然 室 内 が 消

灯 し5秒 間 の ブ ラ ヅクア ウ トに 入 る ξい う操 作 が 行わ れ,そ の 有効 性 が確 認 され た。

(強 化 ス ケ ジ ュール の効 果)

Grosslight&Zaynor(1967)は,音 声 刺 激 に よる刺 激 性 制 御 を検 討 す る 実 験 で,mult

FRIEXTEXTス ケ ジ ュール を用 い,FR6ぐ らい ま で安 定 した反 応 を得 る こ とが で き る

と述 べ て い る。 また,先 述 した,Hake&Mabry(1979)で は,multFRDROやmult

FIDROス ケ ジ ュール の コ ンポ ー ネ ン トと して,FR5やFR10ス ケ ジ ュ ール,FI-150

secやFI-180secス ケ ジ ュー ル が用 い られ,特 徴 的 な反 応 パ タ ンが 観 察 され て い る。Hake

&Mabryの 研 究 でFRの 値 が最 も大 きか った のは25,FIで は7-minで あ った 。

(強 化 刺 激 の 種 類)

通 常,キ ュ ウ カ ンチ ョウを 用 い た 条 件 づ け の研 究 で は,強 化 刺 激 とし てエ サ が 用 い られ,

そ の有 効 性 は 確 認 さ れ て い る。 ま た,音 刺 激 を 感 覚 性 強 化刺 激 と し て 用 い た 例 として,
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Grosslight&Zaynor(1967)お よび佐 々木(1987),山 田 ・宮 本(1987)2)の 研 究 が あ る。

Grosslight&Zaynorで は,鳥 のsquawk発 声 に 随 伴 し て 実 験 者 が"squawk"と い いか

え し て い る が,決 定 的 な結 果 は得 られ なか った 。 佐 々木 は1羽 の飼 い 鳥 キ ュ ウカ ンチ ョウを

用 い て,明 らか に ヒ ト音 声 の模 倣 と考 え られ る発 声 が,飼 育 者 の声 とい う感 覚性 強 化刺 激 に

よって 維 持 で き るか ど うか を 検 討 した 。 そ し て,① 模 倣 発 声 に感 覚性 強 化 刺 激 を随 伴 さ せ る

連 続 強 化 条 件 で は反 応 とラ ン ダム に呈 示 す る条 件 に 比べ 反 応 率 が 高 くな る,② 強 化 刺激 と し

て,主 た る飼 育 者 の音 声,見 知 らぬ人 の音 声,ベ ル の音 の3種 を用 意 し そ の効 果 を 比較 した

と ころ,主 た る飼 育 者 の 音声 と見 知 らぬ 人 の 音 声 を用 い た 場 合反 応 率 に 差 は 無 か った が,こ

れ らの条 件 の反 応 率 は ベ ル の 音 を用 い た条 件 の反 応 率 に 比 べ 高 い,と の 結 果 を 得 た 。 この 結

果 ① に 関 し て は,山 田 ・宮 本(1987)に よ り追試 され て い る。

(キ ーつ つ き反 応 との比 較)

一 般 に,強 化 ス ケ ジ ュール の下 で は,音 声反 応 の 反 応 率 は 低 い 。 これ が 音 声 反 応 固 有 の 特

徴 な の か ど うか を検 討す るた め,Hake&Mabry(1979,実 験3)はchainFRvocalFI

keypeckス ケ ジ ュ ール を 用 い,音 声 反 応 とキ ーつ つ き反 応 を 比 較 した 。runningrateを 指

標 にす る と,音 声 反 応 が 毎 分16.5回 で あ るの に 対 し,キ ーつ つ き反 応 は115.6回 で,音 声 反

応 に何 らか の 制 約 が あ る こ とは 明 らか で あ る。

2.1.2.2.)刺 激性制御に関する要因

(弁別刺激の種類 と数)

音声反応の刺激性制御に関しては,Ginsburg(1963)が,デ ィスクリー ト型のオペラン

ト継時弁別課題を用いて,2種 の弁別刺激に異なる音声反応を条件づけた。この課題では弁

別刺激 として視覚刺激が用い られ,光 の点灯に対しては"Hello",縞 のシ リンダーの呈示に

対しては"What'sup?"と 発声することに より,強 化が与えられた。 訓練の結果,29日 間

の平均正答率91.5%,最 終2日 間は100%と い う成績が得 られた。宮本 ・橋野 ・赤刎(1984)

は弁別刺激の数をさらに3種 に増やしたディスクリー ト型継時弁別課題を行っている。彼 ら

は,弁 別刺激 として聴覚刺激(1秒 間呈示)を 用い,約4kHzの 口笛に対しては高 くて力強

い調子の 「オハヨウ」を,3kHzの 純音に対しては低い男声調の 「オハヨウ」を,650Hzの

純音に対しては 「キュウチャン」を条件づけた。これらの弁別刺激をセ ッション内でランダ

ムに呈示する弁別訓練では,20日 目以降80%以 上の正答率が維持され,38日 目以降100%の

正答率が5日 間連続,学 習基準に到達している。また,赤 刎 ・山田 ・宮本(1986)で は,キ

ュウカンチ ョウの聴覚闘の測定に,音 声反応をYES/NO反 応とした恒常法が用いられ,聴

力曲線が求められた。 音(3kHz純 音)と 光(赤 ランプ)の 複合刺激あるいは光刺激(赤 ラ

ンプ)が デ ィスクリート試行としてランダムに呈示され,こ の条件性弁別刺激によって異な
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る模 倣 音声 の 発声 が 要 求 され る。 この 獲 得 訓 練 で は,5羽 中4羽 が,正 答率100%連 続3セ

ッシ ョン(1セ ッシ ョン20試 行)と い う学 習 基 準 に 到 達 した 。

フ リーオ ペ ラ ン ト事 態 を用 い た 研 究 と して はGrosslight,Harrison&Weiser(1962)

が あ る。 弁別 刺 激 と して は 現 珀 色 電 灯 が 用 い られ,あ る持 続 時 間 以 上 の音 声 反 応 が 点 灯 中 に

出現 す る と強 化 され た が,消 灯 中 で は 消 去 され た 。 この 結 果,消 去 コン ポ ー ネ ン トの反 応 は

ほ とん ど無 くな った の に対 し,強 化 コン ポ ー ネ ン トの反 応 は 高 水 準 に 維 持 され た 。 また,

Grosslight,Zaynor&Lively(1964)で は,オ ペ ラ ン ト弁 別 課 題 として,弁 別 刺 激 に 音 声

刺 激,オ ペ ラ ン ト反 応 に 持 続 時 間0.3秒 以 上 の音 声 反 応 が用 い られ た 。 強 化 コン ポ ー ネ ン ト

で は"Helio,HeUo"と い う音 声 刺 激 が30秒 間 隔 で再 生 され,コ ンポ ーネ ン トを 通 し て基 準

に到 達 し た音 声 反 応 はす べ て 強 化 され る。 一 方,音 声 刺 激 が"Italk"で あ る コン ポ ー ネ ン

トや 全 く音 声 刺 激 が 呈示 され な い コ ンポ ー ネ ン トで は,音 声 反 応 は 強 化 され ず 消 去 され る。

いず れ の コ ンポ ーネ ン トも1回15分 で1日12回 ず つ 行 わ れ た 。 こ の結 果,"Hello,Hello"

コ ンポ ー ネ ン トの反 応 率 は 他 に 比べ て 有 意 に 高 くな り,音 声 刺 激 と音声 反 応 を用 い た オ ペ ラ

ン ト弁 別 が 可 能 で あ る こ とが示 唆 され た 。 た だ,連 続 強 化(CRF)を 用 い て い た の で は,こ

の 実 験結 果 を,強 化 とい う反 応 に対 す る フ ィー ドバ ックの 有 無 に よ って 説 明 す る こ と も可 能

で あ る。 そ こで,Grosslight&Zaynor(1967)で は,強 化 をFRス ケ ジ ュ ール で 行 い 各

コ ンポ ー ネ ン トの 最 初 の1分 間 の 行 動 の み 比較 した と ころ,CRFを 用 い た 先 の実 験 と同 様

の 結 果 が 得 られ,音 声 刺 激 に よ る刺 激 性 制 御 が 確 認 され た。 ま た,先 に 述 べ た よ う に,

Hake&Mabry(1979)で は,皿ultFRDROやInultFIDRO,chainFRvocalFI

keypeckス ケ ジ ュー ル の 弁別 刺 激 と して 赤 色 光 ・白色 光 が用 い られ た 。

(実 験 の 文 脈 刺 激)

模 倣 発 声 が 通 常 の 飼 育 場 面 で 頻 繁 に 生 じて い て も,新 奇 な 環 境 に 移 され る と完 全 に 抑 制 さ

れ て し ま うとい う現 象 は よ く観 察 さ れ る(Grosslight&Zaynor,1967;お よび 当 研 究 室 に

お け る観 察)。 今 まで の と ころ,文 脈 刺 激 の ど の要 素 が 決 定 的 な のか 明 らか では な い が,こ

こに 重要 な制 御要 因 が 存 在 す る可 能 性 は 大 きい 。

(訓 練 者 との交 互 作 用)

上 述 の 要 因 と も関 連 す るが,す で に 獲 得 した 模 倣 音 声 を 新 しい 環 境 で 自発 させ る場 合 比 較

的 有 効 と され て い る方 法 が,対 面 場 面 で の エ サ を 強 化 刺 激 に 用 い た オペ ラ ン ト条 件 づ け で あ

る(Grosslight&Zaynor,1967)。 訓 練 者 と して の 生 きた キ ュ ウ カ ンチ ョウや ヒ トあ るい

は テ ー プ訓練 の 有 効 性 も厳 密 に は検 討 され て い な い 問 題 で あ る。 詳 細 は 次 章 で 検 討 す る。

2.1.2.3.)刺 激 随 伴 性 に 関 す る要 因

(刺 激 随 伴性 の効 果)
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自動的反応形成の手続を用いて新たな音声模倣を形成 しようとした試み(山 田,1987b)

についてはすでに述べた。 自動的反応形成が新たな反応 レパー トリーを形成す る手段ではな

く,同 じ刺激性制御をもたらす弁別刺激を拡張する手段だとすれば,す でにレパー トリーに

取 り込まれた音声を発声あるいは維持する際に有効 と考えられる。これは,従 来問題 とされ

なかった可能性であるが,現 在検討中である。

2.1.2.4.)動 機 づ け に 関 す る要 因

(エ サ の 摂 取 制 限 時 間)

Grosslight&Zaynor(1967)は,エ サ の 摂 取 制 限 時 間 を 大 き くし て も音 声 反 応 の 自発 頻

度 は 高 ま らな い こ とを 報 告 して い るが,こ こで は具 体 的 な デ ー タ は示 され なか った 。 ま た,

Hake&Mabry(1979,実 験5)で は,自 由摂 食 時 体 重 の85%に 維 持…した キ ュ ウ カ ンチ ョウ

に,3種 の摂 取 制 限 時 間(18-20時 間,0-2時 間,0時 間 つ ま り測 定 中 の呈 示)を 設 け

"awk"発 声 のオ ペ ラ ン ト水 準 を 測 定 した
。 オペ ラ ン ト水 準 の反 応 率 は,摂 取 制 限 時 間 に反

比 例 し,18-20時 間 制 限 条 件 では 強 化 時 の反 応 率 の36-43%に も な る こ とが 明 らか に な った 。

彼 らに よれ ぽ,"awk"発 声 反 応 は オペ ラ ン ト統 制 を受 け る が,エ サ の摂 取 制 限 に よっ て も

た ら され る もの な の で あ る。

このように,キ ュウカンチ ョウの模倣発声を制御する要因は,さ まざまな観点か ら分析が

試みられてきたが,パ ラメトリックな操作が行われない試験的な研究が多かった り,対 象 と

された発声が"awk"で 明瞭な模倣音声ではなかった り,問 題は少な くない。その音声模倣

行動にはまだ不明の点が多 く,今 後の研究検討が必要である。

2.2.)ヨ ウ ムの 言 語 学 習

もの まね 鳥 の模 倣 発 声 が,単 な る 「お うむ が え し」 に と どま らず,意 味 を持 ち 言 語 的 な機

能 を に な う よ うにな るだ ろ うか とい う疑 問 は,古 くか ら問題 に され て きた 。MOwrer(1950)

も,も の まね 鳥 に食 べ 物 や 飲 物 を そ の 名称 に よ って要 求す る よ う訓練 した り,立 ち 去 ろ うと

した 見 学 者 に"Don'tgo."と い った オ ウ ムの 例 を 報 告 して い る3)。 しか しな が ら,Mowrer

に 代 表 され る よ うな 学 習 理 論 の立 場 か ら,鳥 類 の音 声 反 応 を分 析 す る とい う研 究 は 一時 行わ

れ な くな った 。 これ は,霊 長 類 を用 い た 人 工 言 語 の研 究(例 えば,Gardner&Gardner,

1969;Premack,1971;Rumbaugh,Gill&vonGlasersfeld,1973)と 鳥 類 の音 声 コ ミュ ニ

ケ ー シ ョンに 関 す る行 動 生 態 学 的 研 究(例 え ぽ,Marler,1970)が 飛 躍 的 に発 展 した こ とに

よ る。 言 語 的 能 力 の 比 較 研 究 が 主 目的 であ るな らぽ,ヒ トに 近 縁 な ヒ トニザ ル(類 人 猿)を

対 象 とす べ きで あ り,そ の場 合 これ ら の動 物 が 不 得 手 な ヒ トの音 声 を 媒 体 に用 い る必 要 は な
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い。 また,野 生 の鳥 類 で も,音 声 は コ ミュ ニ ケ ー シ ョン の手 段 とし て種 特 異 的 な 方 法 で用 い

られ る の であ り,こ の生 物 学 的 基 礎 を 考 慮 す る こ とな く,音 声 行 動 は扱 えな くな った か ら で

あ る。 これ ら の研 究 成 果 も取 り入 れ,も の まね 鳥 の音 声 模 倣 行 動 の分 析 を 発 展 的 に 進 め た の

がPepperberg(1981,1983)で あ る 。Pepperbergは,も の まね 鳥 の 模 倣 音 声 が,そ の 言

語 的 ・認 知 的 能 力 を 明 らか に す るた め の,ヒ トとの コ ミュ ニ ケ ー シ ョン手 段 に な らな い か と

考 え,1羽 の ヨ ウ ムの 音 声 模 倣 訓 練 を 始 め た 。

2、2.1。)音 声 模 倣 訓練

Pepperbergは,か つ て の 言 語 訓 練 の 問 題 点 を 分 析 し,対 象(も の)と 模 倣 音 声 との 対 応

が よ り明確 に な る よ うな 訓練 方 法 を検 討 した 。 そ の 結果,訓 練 者 との 社 会 的 文 脈 に お い て,

ヨ ウ ムが音 声 を用 い て対 象 を 要 求 す る とい う方 法 が用 い られ た 。 つ ま り,Skinner(1957)

の用 語 を借 りれ ば,模 倣 音 声 を マ ン ドと して訓 練 した の で あ る 。 具 体 的 に用 い られ た訓 練 手

続 の 一 つ は,Todt(1975)に よっ て 開 発 さ れ た,2人 の 訓 練 者 に よ る モ デ ル/ラ イ バル

(M/R)法 で あ る。Todtは ヨ ウ ムが 交 唱 デ ュエ ヅ ト(antiphonalduetting)を 行 う性 質 を

利 用 し,こ れ を音 声 模 倣 訓 練 に応 用 した。M/R法 では,鳥 の 目前 で,第1訓 練 者 が モ デル

表3PepPerbergの 用 い たM/R訓 練 の 例(PepPerberg,1981)

こ こで は,単 語"pasta"の 発 音 の矯 正 が 目的 とな って い る。1は 第1訓 練 者 で あ るPepperberg,

Bは 第2訓 練 老 の 一人BruceRosen,Aは ヨ ウ ム"Alex"を 示 す 。 訓 練 老 とモ デル(ラ ィ・ミル)

の役 割 は同 一 セ ッシ ョン 内で も交 替 す る。 訓 練 時 間 は 約10分 で あ る。

I

B

I

A

B

A

B

A

B

I

B

I

B

I

Bruce,what'sthisP

Pasta.(loudly)

Goodboy!Hereyougo.(handsoverapieceofpasta)

(interrupting)ah-ah.

Doyouwantthis,AlexPWhatisit?

Pah・ah.

Better...

Pah-ah.

No.Irene,wlhat,sthis?

Pah-ah.

Better!

Pas-ta.(emphasizingthe``s"and``ti')

That,sright,tellmewhatitisagain.(o鉦erspasta)

Pasta!(takespasta)Pasta!

(Alexstretchesfromhispercholltopofcage,apperstoreachforpasta)

APa!

IBetter...whatisit～

APah-ah.

IBetter!

APah-ta.

10kay,here'sthepasta.Goodtry.
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(第2訓 練者)に 訓練標本を同定するよう要求し,モ デルの答えが正しけれぽモデルに賞賛

とその対象(訓 練標本)が 与えられる。しかし,訓 練しようとする鳥も含めて,そ の答が誤

っていれば対象は一時的に除去され叱声が与えられる(表3参 照)。 この訓練においては,

第1訓 練者の注意をひきつける存在 として,モ デル(第2訓 練者)は その鳥のライバルとな

るわけである。Todtは 第1訓 練者 と第2訓 練者の役割を固定して訓練したが,PepPerberg

では状況によって役割を交替した。 この方法の長所は比較的短期間(1ケ 月以内,通 常は3

日ないし6日)で 新たな模倣発声を獲得できる点であった。また,主 に発音を矯正する目的

で,一 人の訓練者による対面場面法 も用いられた。この手続では,初 め,訓 練標本はことば

の手がか り(訓 練者によるモデル音声)と ともに呈示 されるのであるが,続 いて,鳥 が新し

い音声を模倣 しようとした発声を自発するまで与えられな くな り,後 は逐次接近法によって

正 しい発音に近づけてい く。また,こ とぽの呈示の仕方にも特色があ り,く りかえしモデル

音声を呈示す るとい うのではな く,"Here'sthepaper!"と か"Seethepaper!"と い うよ

うに,い ろいろな句の中に織 り込む形で行なわれた。ただし,鳥 に模倣しやすいように,模

倣すべき音声は強勢され文の末尾におかれた。

2.2.2,)対 象 の 同 定:ラ ベ ル

以 上 の訓 練 の結 果,明 瞭 な 模 倣 音 声 が 発 声 され る よ うに な った 時 点 で,訓 練 とは異 な る実

験 状 況 で 同 定 の テ ス トが 行 わ れ た 。 テ ス トは 強 化 を 用 い た 弁 別 訓 練 の形 式 で行 わ れ,先 の訓

練 者 以 外 の実 験 者 が,同 定 す べ き対 象 を ラン ダム な順 序 で呈 示 し,鳥 に"What'sthis?"と

質 問 す る。 鳥 の発 声 が 対 象 に 適 した も の で あ る と,賞 賛 に よっ て強 化 され 好 む だ け対 象 と遊

ぶ こ とが で き る(通 常 は1分 な い し5分)。 同定 を 誤 った 場 合,実 験 者 は対 象 を取 り去 り,1

"No!"と 発 声 し
,正 答 が 出現 す る ま で矯 正 試 行 を 繰 り返 す 。 後 に,同 定 す べ き標 本 の 数 演

増 えて くる と,い くつ か の セ ッシ ョン に分 け て テ ス トされ る よ うに な った 。

26ケ 月 の訓 練 の後 には,ヨ ウ ム"Alex"の 語 彙 は9名 詞("paper","key","wood",1

"hide"
,"pegwood","cork","corn","nut","pasta"),3種 の色 に関 す る形 容 詞("rosel'

〔red〕,"green","boo"〔blue〕),2種 の形 状 に関 す る句("three-corner"〔 三 角 形 〕,"fourL

corner"〔 四 角 形 〕),否 定 語("no")と な った(PepPerberg,1981)。 そ の後 も語 彙 は増 え で

60以 上 とな り(PepPerberg,1985),"Alex"は これ らを用 い て 同定 した り(正 答 率 は70%

一80%)
,要 求 した り,拒 否 した り,類 別 した り,数 を 数 え た りす る こ とが 可 能 で あ る。

2,2.3.)類 牙旺

色 の 概 念 に つ い て は,Pepperberg(1981)セ こ,見 知 らぬ もの(従 って,そ の名 称 は知 らな

い)の 色 を きか れ た ヨウ ムが,そ の色 名 に 関 し て最 初 か ら正 し く答 え た 例 が 示 され てい るが,
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表4色 お よび形 概 念 の形 成 を 目的 とし たM/R訓 練 の例(Pepperberg,1983)

1は 第1訓 練 者 で あ るPepperberg,Kは 第2訓 練 者 の 一人,Ki血b6rleyGoodrich,Aは ヨウ .

ム 「`Alex"を 示 す 。 訓 練 時 間 は 約5分 で あ る。

1:Kim,whatcolor?(Holdsupagreentriangularpieceofwood)

K:Green.three℃ornerwood.

1:(Brie且yremovesobjectfromsight,turnsbodyslightlyaway)No!Listen!Ijust

wantto.knowcolor!(F母cesbacktowardK;reつresentsobject)Whatω107P

K=Greenwood.

1=(Handsoverexemplar)That'sright,thecolorisg78θ π;greenwood.

K=Ok,Alex,、nowyoutellme,whatshapeP

A:No.

K:Ok,Irene,ッo%tellmewhatshape.

1:Three-cor皿erwood.

K=That'sright,youlistened1Theshapeisthree-corner;it's読r86・607π θrwood(Hands

overexemplar).

1:Alex,here'syourchance.WhatcolQr2

A=Wood.

1:That'sright,wood; .what60ZorwoodP

、A:Greenwoo(1.

1:Goodpafrot!Hereyougo(Handsoverexamplar).Thecolorisgreen.

表5音 声 刺 激"Whatcolor～"お よび"WhatshapeP"の 理 鰍 こ関 す る実 験

(Pepperberg,1983)

Alexに は 標 本 が呈 示 され,"WhatcolorP"あ る い は"Whatshape2"と 質 問 が 出 され る。 成

績 は 全呈 示 数 に 対 して そ れぞ れ の質 問 に 正 し く回答 した 割 合 。

C=corner;R=rose;G=green;B=blue;W=wood;H罪hide;K=key;PW=pegwood

b=あ る標本 の 色調 に か ぶ りが あ った ので,交 換 した と ころ エ ラーは 減 少 し た。c:発 声 が認 識 不 能

の場 合 。

標 本

3CBK

3CBW

3CBH

3CGK

3CGW

3CGH

3CRK

3CRW

3CRH

4CBK

4CBW

4CBH

4CGK

4CGW

4CGH

4CRK

4CRW

4CRH

"Wh
atcolor?"

成 績

6/8

4/5

5/6

4/4

.5/6

6/9.

5/6

6/8

4/5

4/5

8/10

5/5

4/4

5/6

6/6

5/6

7/7

5/7

エラrの 種別(回 数)

K(2)

BCW(1)

GH(1)

RW(1)
BH(2)b,H(1)

K(1)
U(1)c,W(1)

UH(1)e
BPW(1)

4CW(1),BCW(1)

4CW(1)

4K(1)

UH(1)e,H(1)

"Whatshape～"

成 績

7/7

8/10

4/6

4/4

7/9

4/6

5/6

5/7

4/5

6/6

10/11

4/5

4/5

5/6

6/6

4/6

4/5

6/6

エラーの種別(回 数)

3CH(1),3W(1)
3H(1),3BCW(1)

GW(1),3W(1)

H(2)
3K(1)

RW(1),CW(1)
2CH(1)

W(1)
UCH(1)c
GK(1)
4CGW(1)

UK:(1)c,CK(1)
4W(1)
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系 統 的 な 実 験 はPepperberg(1983)で 行 わ れ た。 この研 究 で は,色 と形 に 関 して,個 々の

カテ ゴ リ(赤 とか 三 角 形)ぼ か りでな く抽 象 的 な カ テ ゴ リ概 念 そ の もの(色 あ るい は形 とい

う概 念)の 理 解 が 可 能 か ど うか を 調 べ るた め,"WhatcolorP","Whatshape?"と い う2

つ の質 問(音 声 刺 激)が 用 意 され,こ れ らが 条 件 性 弁 別 刺 激 とな り うるか ど うか が検 討 さ海

た 。 訓 練 は 主 と してM/R法 で 行 い(表4),テ ス トは 訓 練 に 参 加 し なか った 第2訓 練 者 に

よ って行 わ れ た 。 テ ス トに は,5種 類 の色(ロ ー ズ,緑,青,灰,黄),4種 類 の形 状(3・

角 形,4角 形,2角 形 〔フ ッ トボ ール〕,5角 形)の,3種 類 の対 象(木 片,牛 皮,金 属 性

の キ ー)が 用 い られ た4)。 結 果 の 一部(表5)に 示 した よ うに,正 答 率 は 色 に 関 し て84.7%,

形 に関 し て83.7%と な って い る。

2.2.4.)自 発 的 使 用

"Ale
x"は 訓 練 と関 係 な く,欲 しい物(エ サ や お もち ゃ)を 訓 練 者 が 持 って い る と,そ の

名 称 を 発 声 し要 求 す る よ うに な っ た。 ま た,そ の場 面 に な い もの を要 求 し,要 求 と異 な る も

のを 示 す と"no"と い った り,受 け 取 りを 拒 否 す る よ うな 行 動 も 見 ら れ た(Pepperberg,

1983)。'

このように,Pepperbergの ヨウムは,英 語の音声を ラベル として使用することに成功し

た。この結果,こ の動物の認知様式の解明や ヒトとの種間 コミュニケーシ ョンの可能性につ

いて,有 効な研究方法が与えられた。言語的機能の比較研究が霊長類以外の種 それ も綱

(ク ラス)を こえた鳥類 において成果を上げた とい うことは,そ の相似を考える上で興

味深いことと思われる。

§ 鳥 類 の"vocalmimicry"に 関 す る 理 論 的 説 明

鳥類の"vocalmimicry"は,2つ の異なる理論的背景から,異 なる方法を用いて独立ぼ

研究 されてきた。鳥類がなぜ他種の音声を模倣するのかとい う疑問に対しても,背 景とする

理論により求められる説明は異なった。行動生態学的アプローチが目的としたものは,そ の

生態学的機能や進化論的な意味の解明であ り,行 動主義心理学的アプローチが目的としたも

のは,音 声模倣獲得過程の実験的行動分析や言語的行動としての機能分析であった。

従来,学 習 といった個体発生的な現象を扱 ってきたのは主に心理学であったが,最 近特に

心理学の分野において,生 物学 との関係を明確にす る必要性が論じられている。そこで,鳥

類の"vocalmimicry"に 関しても,生 物学的 ・心理学的両アプローチの成果をまとめ,理

論的な統合を試みる動きも現われてきた。
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1)行 動生態学の立場から

行動生態学は生物学の一分野であ り,進 化論を前提とする。そこで,こ のアプローチにお

いては,鳥 類の"vocalmimicry"が 系統発生上どのように出現 し,ま た進化的収敏がもた

らされたのか,.自 然選択においてどのような機能をはたすのか,に ついての説明が要求され

た 。

1.1.)野 生 状 態 で観 察 され る"vocalmilnicry"の 機 能 に 関す る 仮説

野 生 状 態 で"vocalmimicry"の 確 認 され た 種 は さ まざ まで あ りそ の生 態 も多 様 で あ る こ

とか ら,そ の 機 能 が 単 一 で な くて も不 思 議 で は な い。Baylis(1982)は,こ れ ま でに 提 出 さ

れ た,"vocalmimicry"の 機 能 に 関す る仮 説 を表6の よ うに 分類 した 。 しか しな が ら,い

ず れ の 仮 説 も今 後 の検 証 が 必要 で あ る。

表6野 生 状 態 で 観 察 され る"vocalmimicry"の 機 能 に関 す る仮 説(Baylis,1982)

A.帰 無仮説

機能的な説明を行 う以前に棄却 しておか なければな らない可能性

① 偶然発生(TheResemblanceisDuetoChance)

ある発声が偶然他種 の音声に類似 してしま う可能性

例=チ ャイ ロツグ ミモ ドキ(To¢05'o〃 多α7卿%;Townsend,1924)

この種 の音声 レパ ー トリーは特に大 きく,ま た即興的に歌 うので,他 種の

ソングと偶然類似す る可 能性 は高い

② 生 息環境に共通する要 因(SharedE皿viro且mentalFactors)

特定の音声の獲得 を促す環境側の要 因が生息環境に共通 するため,種 間の交互作用がな く

ても,結 果的に類似 してしま うとい う可能性

例:ア フリカ産 タヒバ リ類 と北米 の ヒガシマキバ ドリ(5卿 π6zzα〃多α9πα)

異所的だが生息環境 が類似 してい る両者 は,羽 衣 とソングが類似 し,こ の

タ ヒバ リは ヒガシマキパ ドリの ソングに反応す る(cf.Hailman,1977)

燕雀類(Marier,1959)

擬攻 コールや タカが飛来 した際の警戒 コールが類似

③ 同種の ソングの剥奪(DeprivationofConspeci丘cSongs)

同種の ソソ グが聴 こえない特殊 な状況で,他 種の音声が誤 って模倣され てしま う可能性

例:ヌ マヨシキ リ(.4c70`砂 ゐ㎡%5ρ ぬ5'r∫5;Dowsett・Lemaire,ヱ979)

贈化が繁殖期 の終わ りとな り,同 種 のソングの ピー クを逃す場 合な ど

B.種 内(社 会 的)機 能に関す るもの

① 潜在 的な番い相手の同定(Identi丘cation。fPotentialMates)

将来 の番い相手を同定す る手がか りとして模倣音声が用 い られ る。 これには,種 隔離機構

として機能す る場合 と,

例:シ コンチ ョゥ(Payne,1973a,1976)

シ コンチ ョウを含むテンニンチ ョウ属は托 卵の習性を もつ種が多 いが,そ

の宿主 は種に よって決っている。 オスの求愛 ソングには宿主の ソングや コ

ール の模倣音声が含 まれ,メ スは適当な宿主 の模倣音声 をさえず るオスを

選択す る。

個体群の同定 に機能す る場合 とがある。
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ヌマ ヨシ キ リ(Dowsett-Lemaire,1979)

渡 りを 行 う この種 で は,繁 殖地 で は近 隣 者 で あ って も越 冬 地 が 遠 く離 れ る

場 合 も あ る。 越 冬地 や渡 りの途 中で 模 倣 した他 種 の音 声 が,同 じ渡 りを行

う集 団 の同 定 の手 が か り`とな る可 能 性 が あ る。

② 種 内威 嚇(Intraspeci丘cThreats)

この機 能 に用 い られ る模 倣 音声 は攻 撃 的 な 種 や捕 食 者 の コール で あ る こ とが 多 く,侵 入 し

た オ スを 攻 撃 す る際 出現 頻 度 が 高 くな る。

例:オ ー ス トラ リア産 コ ト ドリ ・ニ ワシ ドリ(Robinson,1975)

C.種 聞(生 態 学 的)機 能 に 関 す る もの

① 托 卵 鳥一 宿主 関 係(Parasite/H・stRelati・nships)

宿 主 の音 声 を 模 倣 して お く こ とに よ り,托 卵 の際 宿主 を 明確 に 同 定 で き る。

② 擬 攻(M・bbing)

他 種 の擬 攻 コ ール が 模倣 され,オ ス の ソ ン グに取 り入 れ られ た り,巣 が 脅威 に 曝 され た 場

合 発 声 され る こ とが あ る。 模 倣 され た方 の鳥 が,そ の擬 攻 コー ル に よ って ひ きつ け られ捕

食 者 に 対 す る擬 攻 に 加 わ る こ と もあ る。

例:・ ・シ ブ トス ミレフ ウキ ンチ ョウ(E砂 加 π勿Z碑 〃05彦7醜Morton,1976)

オ ー ス トラ リア産 コ ト ドリ ・ニ ワシ ド リ(Robinson,1974,1975)

メジ ロモ ズ モ ドキ(7〃 θog万56π5;Adkisson&Conner,1978)

③ 種 間 威 嚇(lnterspeci丘cThreats)

こ の機 能 に用 い られ る模 倣 音 声 は攻 撃 的 な 種 や捕 食 者 の コール で あ る こ とが 多 く,ヒ トや

捕 食 者 が 侵入 した 場 合 に 出 現 頻 度 が 高 くな る。

例:オ ー ス トラ リア産 コ ト ドリ ・ニ ワ シ ド リ(Robinson,1974)

④ 捕 食(Prey)

獲 物 の コー ルを 模 倣 す る こ とに よっ て獲 物 を 近 くに 引 き寄 せ る(cf.Marsha11,1950)。

可 能 性 と して は低 い 。

⑤ 種 間 なわ ぽ り(lnterspeci丘cTerritoriality)

種 間 な わ ば りを 防衛 し維 持 す るた め の 手段 として 模 倣 発 声 が用 い られ る。 この場 合,模 倣

発 声 に よ って模 倣 され た 種 の な わ ば りが あ るか の よ うに 欺 い て い る とか,模 倣 さ れた 種 が

そ れ に よ って先 験 的 に 回避 す る と考 え る必 要 はな い 。侵 入 した 種 に 対 応 して異 な る警 告 を

発 声 して い る と考 え る こ と もで き る。

例:マ ネ シ ツ グ ミ(BayHs,1982)

⑥ 干 渉(lnterference)

他 種 の 発 声 に模 倣 音 声 で 応 答 す る こ とに よ って,他 種 の種 内 コ ミュ ニ ケー シ ョンを 妨 害 し

た り,

例:チ ャバ ラ ツ グ ミヒタ キ(Co∬ ッ舜 α4∫6加oα;Harcus,1977)

他 種 の警 戒 コ ール を模 倣 す る こ とで,そ の1群 を 逃 亡 させ る こ とに よ り,

例:オ オ ハ シ カ ッ コウ(Cプo加 ρ肋gα απの の 警戒 コール を 模倣 した マ ネ シ ッ グ ミ

他 種 に 攻 撃 的 で な く と も,結 果 的 に 自種 が有 利 とな る。

2)行 動主義心理学の立場から

行動学 ・心理学の分野で鳥類の音声模倣学習が問題にされたのは,音 声模倣の形成過程が

学習の本質をよく表 していると考えられたか らであ り,動 物の模倣発声行動が言語オペラ

ン ト的な機能をになえるか という点に興味がもたれ たか らであ る。前者に関するものとし

て,Mowrerの2次 性強化理論が,後 者に関す るものとしてSkinnerの 言語行動理論があ
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る 。

2.1.)MOwrerの2次 性強化理論

MOwrerは,ヒ トの模倣学習を研究するにあた り,も のまね鳥の音声模倣学習が有 効 な

動物モデルになると考えた。そして,そ の基礎的過程を2次 性強化の原 理により説明 した

(Mowrer,1950,1960ab)。 ものまね鳥(さ らにはヒト)が 音声を模倣す るためには,そ の

音声 と強化とが連合されて,音 声そのものが2次 性強化刺激になる必要がある。模倣すべき

モデル音声(聴 覚刺激)が2次 性強化刺激になることによって,被 訓練個体の発声の中でも

モデル音声に類似した発声は,聴 覚的にフィー ドバ ヅクされて強化刺激 となる。この ような

連続的接近の過程が繰 り返されることに より,模 倣発声がモデル音 声 に類似 してい くとい

うわけである。自分の発声 した音声が聴覚的に強化刺激 とな るの で,こ の理論は自閉理論

(autistictheory;Mowrer,1960b)と もいわれる(春 木,1982)。

Mowrer(1950)は,1947年 よりMexicandoubleyellow-headedparrot(1羽),キ ュ

ウカンチ ョウ(1羽),カ ササギの一種(2羽),shellparakeet(8羽,う ち4羽 は繁殖用),

カラス(1羽),ヨ ウム(1羽)な どのおしゃべ り鳥(talkingbird)を 用いて,音 声模倣訓

練を始めた。そして,試 行錯誤の結果,訓 練に最 も有効な方法とは以下のようなものである

ことを明らかにした。それは,新 しい被験体には,訓 練者の手からエサを食べさせた り水を

飲ませた りして人慣れさせる一方で,模 倣 させたい音声を訓練者が発声するとい う方法であ

る。例えば,"HOwareyouP"と いいながらエサを少し与えるわけである。こうして,ひ と

たび模倣発声を行 うようになると今度は,エ サによる強化の操作を導入し,① 模倣した単語

や句が偶然生じたら,そ れが何であれ強化す る,② ある特定の単語一 例えば,呈 示 されて

いるエサの名称 を発した時だけ強化する,③ 訓練者が最初に言った単語を発した時だけ

強化ナ る,と い う操作がその弁別や維持のために用いられた。 また,数 語を覚え人慣れした

鳥については,他 の生理的欲求が満足 させられている場合訓練者の存在 とか注意が強化刺激

とな りうる点を利用 し,も のまね発声を行っている間訓練者が近 くにいるとい う方法で訓練

を行 うことも有効であった。ただし,こ れらの研究は実験の形式をなしておらず,経 験的な

知見にとどまる。

これに対 して,Foss(1964)は2次 性強化仮説では効果を期待できないような状況でも音

声模倣が成立する事実一 例えぽ,も のまね鳥が模倣する音声には水滴の音のように強化 と

連合 されない ようなものもあること,一 般家庭では鳥かごに覆いをして話 しかけた りレコー

ドを聞かせた りする模倣訓練も行われること一 か ら疑問を抱き,MOwrerの 理論を再検討

した5)。Fossの 実験でぽ,月 齢8ケ 月のキュウカンチョウを用いて,給 餌つきテープ訓練

と単なるテープ訓練の効果を比較した。テープ訓練中に給餌を行 うことによって,再 生され
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た音刺激がエサと連合され2次 性強化刺激 となるとい う仮説を検証したのである。テープ訓

練の対象となる刺激は,FM上 昇音(2秒 間に500Hzか ら2kHzに 変調)あ るいは下降音

(2秒 間に2kHzか ら500Hzに 変調)で あり,1回 のセッションにおいては一方の刺激が

6.5秒 ごとに最大30回 反復される。一方の刺激が再生されるセッシ ョンではいつ も給餌が行

われ,も う一方の刺激が再生されるセッションではエサは呈示されない。 このような給餌あ

り・なしの訓練がそれぞれ1日1セ ヅションずつ,5週 間30日 にわたって続け られた。その

後,両 実験状況で3日 間にわた り9な いし12時間反応が記録され,効 果が分析された。その

結果,ど ちらの模倣音声も同程度に発声していることが観察され,給 餌を行ったことに よる

相違は見られず,MOwrerの2次 性強化理論に対して否定的な結果となった。

また,Grosslight&Zaynor(1967)は,キ ュウカンチ ョウの音声模倣過程を分析するた

めに,3種 の訓練方法一 ① どんな強化刺激も音刺激と対呈示されることのない単純なテー

プ訓練,②MOwrerの 自閉理論をみたす ような,音 刺激とエサの呈示がともに行われる模倣

訓練,③ 発声そのものはオペラント強化を うけるが,音 刺激 と強化刺激とは非随伴的な模倣

訓練,を 比較した。結果は,ど の条件においても模倣発声は見 られず決定的テス トとはなら

なかったが,少 なくとも条件②において模倣発声が見 られなかったことは,自 閉理論にとっ

て否定的な結果 となっている。条件②では,音 刺激がエサの予告刺激となってしまい,音 刺

激によってフィーダ指向性の行動が出現,発 声行動はむしろ抑制 されることが報告されてい

るが,こ れは山田(1987b)の 結果 と同じで興味深い。

これ らの研究では,MOwrerの2次 性強化理論では説明のつかない事実が示 され る一方で,

それに代わる仮説は提出されず,動 物の生得 的 傾 向で片付けられている(Foss,1964;樋

口 ・望月,1983)。 ただ,Mowrer自 身,2次 性強化理論の限界は認識 してお り,一 種の社

会的学習の要因(訓 練者が被訓練個体の"10ve-object"に なること6))も 必要で,被 訓練個

体の関心や情動的な愛着を訓練者にむけるのが模倣訓練の第一段階 としている(MOwrer,

1952,p.263)o

2.2.)Skinnerの 言 語 行 動 理 論

行 動理 論 の 立 場 か ら人 間 の 言 語 行 動(verbalbehavior)を 分 析 した もの と して,Skinner

の言 語行 動理 論 が有 名 で あ る。Skinnerは 言 語 行 動 を機 能 的 な側 面 か ら分類 し,そ の形 成 過

程 を考 察 し た(1957)。 も の まね 鳥 は ヒ トの言 語 音 そ の も のを 模 倣 す るわ け で あ るか ら,少

な く と もそ の低 次 の機 能 に 関 し て,も の まね 鳥 を動 物 モ デ ル に し た 言語 行動 の研 究 が 行わ れ

て も よ さそ うな も の で あ った が,最 近 ま で あ ま り行 わ れ な か った 。

Skinnerの 言 語 行 動 理 論 で は,言 語 行 動 を,「 あ る 個 体 の 属 す る 言 語 共 同 体(verbal

co皿 皿unity)の 成 員 に よ って 強 化 され る こ とに よ り,形 成,維 持,お よび 変 容 す るオ ペ ラ ン
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ト行 動」 と定 義 し,要 求 オ ペ ラ ン トとい うべ きマ ン ド(皿and),記 述 オ ペ ラ ン トとい うべ き

タ ク ト(tact),オ ウ ム返 しオ ペ ラ ン トとい うべ きエ コー イ ック(echoic),連 想 オ ペ ラ ン ト

とい うべ きイ ン トラバ ー バ ル(intraverba1),自 己 言語 行 動 エ ピ ソー ド記 述 オ ペ ラン トとい

うべ きオ ー トク リテ ィ ック(autoclitic)等 に 分 類 した7)(佐 藤,1983ab)。

この 中 で"VOCalmimiCry"と 最:も関 係 の深 い のが エ コー イ ッ クで あ る。 エ コー イ ッ ク と

は,他 者 の 言語 反 応 と して 生 じ た音 声 が弁 別 刺 激 とな り,そ れ と音 声 学 的 に類 似 し た音 声 を

発 す る言 語 オ ペ ラ ン トの こ とで あ る。 エ コー イ ッ クは,特 に 幼 児 期 言語 の獲 得 に お い て不

可 欠 とさ れ る。 エ コー イ ッ ク も言 語共 同体 の成 員 に よ って強 化 さ れ る オ ペ ラ ン トで あ る が,

発 達 と と もに そ の強 化過 程 は 変 容す る(Winokur,1976;佐 久 間 ・久 能監 訳,1984)。

初 期 状 態 は オ ペ ラン ト水準 の反 応 とし て の哺 語 が あ るだけ で あ る。 これ は,遺 伝 的 に 決 定

され た,ラ ン ダム に 発 生す る ノイ ズ で あ って,ヒ トの 言語 で使 用 され るす べ て の音 素 が 含 ま

れ る(Osgood,1953;cf.ビ ジ ュー,1983;Kaplan&Kaplan,1971)。 次 に,反 響 的 哺 語 が

中 心 とな る段 階 が あ り,特 定 の言 語 共 同体 固 有 の音 素 に 近 づ い てい く。 ミル クを 与 え な が ら

話 しか けた り,あ や し な が らお し めを 替 え た り,実 に さ ま ざ まな 過 程 に よっ て,親 の発 した

音 声 は 条 件 性 強 化 刺 激 とな る。 このた め,乳 児 の哺 語 中 そ れ と類 似 した 発 声 が あ れ ば,そ の

音 声 は そ れ 自体 強 化 刺 激 に な る と と もに,再 び 自発 す るた め の弁 別 刺 激 とな る。 こ うして,

自動 的 に特 定 の 哺 語 の発 声頻 度 が 増 大 し,発 音 も明 瞭 に な って い く。 これ は,MOwrerの2

次 性 強 化 仮 説 と同様 の過 程 で あ る。 これ で エ コー イ ッ クが形 成 さ れ る前 提 条 件 が成 立 し たわ

け で,次 の段 階 とし て,乳 幼 児 は耳 に した 大 人 の音 声 と類 似 した 音 声 を発 声 し よ う とす る。

こ うな る と,大 人(喜 んだ 親)か ら直 接 強 化 刺 激(賞 賛,ご 褒 び)を 受 け る確 率 は増 大 し,エ

コー イ ッ クは さ らに確 実 な もの とな っ て い く。 エ コー イ ヅ クが完 成 す る こ とで,あ る刺 激 の

前 で,あ る音 声 を 自発 させ る こ とが容 易 とな り,タ ク トを簡 単 に形 成 す る こ と も可 能 とな る。

この立 場 の研 究 者 か らは,も の まね 鳥 の模 倣 発 声 は エ コー イ ッ ク(反 響 反 応)を 越 え な い

もの とし て考 え られ た 。 例 え ぽ,

動 物 の さ えず りに 至 る ま で,発 声 は反 響 反 応 的 なや り方 で行 なわ れ てい る。 ナ オ ム,

キ ュ ウ カ ソ鳥,カ ラ スな どが,「 クラ ッカ ー」 と発 声 した とし て も,ク ラ ッカ ーが 欲 し

いわ け で は ない 。 マ ン ドで は な い の で あ っ て,ク ラ ッカ ーを 与 え て も,食 べ よ う としな

い(Winokur,1976;佐 久 間 ・久 能 監 訳,1984,P.120)。

と考 察 され てい る。 しか しな が ら,前 章 で見 た よ うに,Pepperbergの ヨ ウムは 人 語 を マ ン

ドとして 用 い て い る し,聴 力検 査 に お い てYES/NO反 応 に 異 な る模 倣 発 声 を 対 応 づ け た

例(赤 刎 ら,1986)は1種 の タ ク トと考 え られ る。 また,イ ン トラバ ーバ ル と考 え られ る よ

うな エ ピ ソー ドも報 告 され て い る(MOwrer,1950)。 ヒ トの エ コ ー イ ヅクが 条 件 づ け に よ る

オ ペ ラ ン トで あ るの に 対 し,も の まね 鳥 は 本 能 的 に 模 倣 す る もの と言 わ れ る こ とが 多 い(例
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え ば,Winokur,1976:佐 久 間 ・久 能 監 訳,1984)が,こ れ に は 問 題 が あ る と思 わ れ る。 エ

コ ー イ ックは,ヒ トの 幼 児 に 限 らず,ヒ トの 大 人 や 鳥 類 に お い て も,新 た な 音 声 を 獲 得 す る

場 合 不 可 欠 な 行 動 で あ る。Skinnerの 理 論 で は,エ コ ーイ ックを,言 語 行 動 と して さほ ど重

要 な もの とは考 え て い な い。 しか しな が ら,今 後,比 較 心理 学 的 な 観 点 も取 り入 れ エ コ ー イ

ッ クの 分 析 を進 め て い くこ とは,行 動 形成 に 関 す る理 論 を構 成す る上 で 重要 で あ る と思 わ れ

る。

3)理 論的統合への試み

従来,鳥 類の"voca正mimicry"に 対する2つ のアプローチー 行動生態学的アプローチ

と行動主義心理学的アプローチー はほとんど独立に進められ,そ の成果が交換されるとい

うことはあまりなかった。しかしながら,今 後,よ り精緻でより包括的な説明理論を構成し

ようとするならぽ,そ れぞれのアプローチでしか研究されなかった現象にも目を向ける必要

がある。実際,行 動生態学的アプローチにおいても,「 例外的な」学習など,個 体の生活史

に依存する割合の高い現象が報告されている。また,行 動主i義心理学的アプローチでも,音

声模倣学習理論において,生 物学的基礎の上に社会的要因を織 り込んで再構成する必要が生

じている。

3.1.)Pepperbergの 社 会 的 モ デ リン グ理 論

鳥 類 の 音 声 模 倣 学 習 と ヒ トの 言 語 獲 得 との類 似 性 は よ くいわ れ る こ とで あ るが,Pepper・

berg(1985)は,鳥 類 の 音 声 模 倣 学 習 を 理 解 す る上 で,ヒ トの心 理 学 的 研 究 で得 られ た 理 論

一 社 会 的 モ デ リン グ理 論一 が 有効 で あ る と考 え た 。 この 理 論 は,学 習 に 重 要 な のは 単 な

る音 声 の再 生 や 静 止 画像 の 呈示 で な く,生 命 が あ り,交 互 作用 が 可 能 な,社 会 的 訓 練 者(個

体)の 存在 だ とす る点 に 特 色 を もつ。Pepperbergは,こ の 理 論 を 鳥 類 の 音声 模 倣 学 習 に適

用 す る こ とで,い くつ か の 間 題 が 説 明 され る とい う。

ソ ン グ学 習 とい っ て もい くつか の タ イ プ が あ り,そ の 中 に は 同種 の 鳥 の ソ ン グ しか 学習

しな い とさ れ た種 や,ソ ン グの学 習 に 臨界 期 を もつ と され た 種 が あ る。 と ころ が,こ の よ

うな 鳥 で も,あ る 自然 状 態 や 実験 室 に おか れ る と,例 外 的 に,他 種 の ソ ン グや シ ラ ブル,

フ レー ズ を レパ ー ト リー に取 り入 れ た り,臨 界 期 を こえ て学 習す る こ とが 報 告 さ れ て い る

(Baptista,1972,1983;Kroodsma,1972,1973:Borror,1977;Baptista,Morton&Pereyra,

1981;Kroodsma,Meservey&Pickert,1983;Slater,1983a;Baptista&Petrinovich,

1984;Kroodsma&Pickert,1984a;Payne,Payne&Doehlert,1984;vanBuskirk,1984;

Kroodsma&Baylis1982に 一 部 ま とめ られ て い る)。 そ し て,こ の 「例 外 的 」 な学 習 は,

生 命 が あ り,交 互 作 用 が 可 能 な訓 練 者(個 体)の 存 在 に よっ て促 進 され,獲 得 され た 音 声 は
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コ ミュ ニ ケ ー シ ョンに用 い られ る こ とが 示 され た(Baptista,1974;Dobkin,1979;Kr60dsma
,

1981)。

Pepperbergは,こ の 「例 外 的 な 」 ソン グ学 習 の特 徴 が,ヒ トの 社 会 的 モ デ リン グ理 論

(Bandura,1977)の 研 究 で得 られ た 知 見 と よ く対 応 す る とい う。 自然 に 生 起 す る行 動 を 訓 練

す る場 合 や,被 訓 練 者 が訓 練 課 題 で あ る行 動 に対 し弱 い 抑制 しか 持 た な い場 合 に は,強 い 社 会

的 交 互 作 用 が な くて も,(例 え ぽ ビデ オ テ ー プや単 な る教 示 に よ って も),行 動 は 形 成 で き る。

しか し,恐 怖 症 の よ うに,訓 練 す る行 動 に対 し て強 い抑 制 を もつ 場 合 や,被 訓 練 者 の発 達 が

準 備 され てい ない 場 合 に は,具 体 的 な 関係 性(referentiality)・ 適 釦 な 文 脈 性(contextual

applicability)を もっ た社 会 的 モ デル の存 在 が必 要 で あ る。

同様 に,種 特 異 的 な学 習 の傾 向を もつ 鳥 類 が,訓 練 テ ー プか らにせ よ生 きた 訓 練 者 か らに

せ よ,さ ま ざ まな ソ ン グの 中か ら同種 の ソ ン グを選 択 す る(Kroodsma,1981)こ と は 驚 く

べ き こ とで は な い。 この場 合,同 種 の ソ ン グを学 習 す る こ とに対 し抑 制 機 構 は存 在 しな い と

考 え られ るか ら であ る。 とこ ろが,学 習 す る こ とに 強 い 抑 制 機 構 が あ る場 合一 す な わ ち,

な わ ば り防 衛 の た め に 異 種 の ソン グを 学 習 す る場 合(Kroodsma,1972;Dobkin,1979;Krebs

&Kroodsma,1980;Mortoロ,1982)や,敏 感 期 に 異 種 の ソ ン グに しか さ ら され な か った場

合(Baptista,1974),敏 感 期 が 明 確 に 定 ま って い る種 で 敏 感 期 を 過 ぎ てか ら学 習 が 生 ず る場

合(Baptista&Petrinovich,1984)一 に は,生 命 が あ り交 互 作用 が 可 能 な 訓 練 者(個 体)

の 存 在 が 必 要 とな る。 た だ,ど の よ うな 形 態 の 社 会 的 交 互 作用 が 「例 外 的 な」 学 習 に 必要 な

の か は 種 に よ って 異 な る。 養 育 行 動(給 餌 行 動)と し て の 交 互 作 用 が 重 要 な キ ン カチ ョウ

(ZebraFinch,Po8助 云Zαg麟 α'α;Immelmann,1969)やCarduelineFinch(Mundinger,

1970),異 種 の個 体 との攻 撃 的 な 交互 作用 が必 要 な ミャ マ シ ト ド(White-crownedSparrow,

Zoηo厩6痂 α1甜6砂 勉 ッ5;Baptista&Petrinovich1984)の 例 カミあ り,い ず れ も ヒ トの 研 究

(養 育 的 な モデ ル,Bandura&Huston,1961;攻 撃 行 動,Bandura,Ross&Ross,1963)

と対 応 す る。 また,豊 富 な音 声 レ パ ー ト リーを 持 つ 鳥 で は,何 を 学 習 す るか に つ い て の選 択

性 は低 く訓 練 対 象 へ の抑 制 は小 さ い と考 え られ(Kroodsma&Pickert,1984b),生 きた 訓

練 者(個 体)の 存 在 は重 要 で はな い 。

モ デ リン グの効 力 と模 倣 さ れ る行 為(モ デル)の 関係 性 ・文 脈 的適 切 性 の間 に相 関が あ る

こ と も,ヒ トの社 会 的学 習 と対 応 す る 点 で あ る。 模 倣 さ れ る行 為 そ の もの に 明 らか な関 係 性

が あ る場 合 に は,モ デル との社 会 的交 互 作 用 が な くて も補 償 され,模 倣 され る。 ま た,社 会

的 な訓 練 者(個 体)が い るか い な いか とい う関 係 性 に よっ て,異 な る ソン グ の学 習 が な され

る場 合 もあ る。 あ る種 の 鳥類 に お い て は,テ ー プ訓 練 に よ り獲 得 され た 他 種 の ソ ン グは 必ず

な わ ぽ りソ ン グ とな り,求 愛 ソ ン グ と して は用 い られ な い。 飼 育 下 の ワキ チ ャ ア メ リカ ムシ

ク ィ(Chestnut-sidedWarbler;D6雇 アo加 ρ6η∫ッZ7αη∫oα)に 他 種 の ソ ン グ を テ ー プ訓 練
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す る となわ ぽ り ソン グ に な る(Kroodsma,Meservey&Pickert,1983)が,野 生 で,生 き

た ル リ ノジ コ(lndigoBunting;Pα ∬σ∫ηα6ッαπ8の か ら学習 した と考 え られ る ソ ン グは 求

愛 ソン グ とし て用 い られ る(Payne,Payne&Doehlert,1984)。 これ らは そ の 例 と い え

る。

そ して,社 会 的 学 習 理 論 との 対 応 関 係 は,「 例 外 的 」 で な い 音 声 模 倣 行 動 に も見 られ る。

例 え ば,こ の よ うな社 会 的 交互 作用 は もの まね 鳥 の音 声模 倣 学 習 に も影 響 を 与 え る。 従 来,

社 会 的 に隔 離 され た 状 況 で テ ー プ訓 練 を 行 っ た り(GrossHght,Zaynor&Lively,1964;

Grosslight&Zaynor,1967),能 動 的 で もな く関 係 性 もな い ヒ トが 発 声 を単 に反 復 して訓 練

した(Mowrer,1958),キ ュ ウカ ンチ ョウの音 声 模 倣 訓 練 は成 功 して い な い。PepPerberg

自身,1羽 の ヨ ウ ムに 英 語 の発 音 を 模 倣 させ,そ れ を 音 声 オペ ラ ン ト として 用 い る こ とに よ

って,ヒ トと の コ ミュ ニ ケ ー シ ョン手 段 と し て の有 効 性 を 検 討 し,ク ラ ス概 念,文 法 な ど の

言 語 構 造,対 象 の 保 存 な どの 認 知構 造 を 分 析 して い るが,こ れ らは ヒ トの 訓 練 者 との 社 会 的

交 互 作用 の な か で な され た もの で あ る。 また,モ デ ル/ラ イバ ル 法 を用 い て ヨ ウ ムの 音 声模

倣 訓 練 に 成 功 したTodt(1975)や ホ シ ム ク ドリに ヒ ト音 声 を 模 倣 させ たWest,Stroud&

KiH9(1983)の 研 究 も同様 の 方 法 を用 い て い る。 た だ し,野 生 状 態 の もの まね 鳥 に お い て,

社 会 的交 互 作用 が どの よ うな 機 能 を 果 た して レ・るか は 不 明 で あ る。

さ らに,も の まね 鳥 でな い 鳥 の通 常 の ソン グ学 習 に お い て も,社 会 的 交 互 作 用 の影 響 は 観

察 され る。 ヒ トで は,モ デル の地 位 の高 さ と模 倣 の効 率 に相 関 がみ られ る(Bandura,1977)

が,鳥 の ソン グ も適 応 度 の指 標 と考 え られ,年 齢 や な わ ば りの 質 で優 勢 な オ スほ どモ デル に

な りや す い こ とが 示 唆 され て い る(Payne,1981,1982,1983:Payne&Payne,1977;Krebs

&Kroodsma,1980;Baptista&Morton,1982;Snow&Snow,1983)。 しか しな が ら,

そ の適 応 的 意 味 は 明 らか で はな い(Payne,1983;McGregor&Krebs,1984)。 また,生 き

た 訓 練 者 な くして は 音 声 学 習 が 不 可 能 な 種 が あ る こ と(Price,1979;Slater,1983b)や,

テ ー プ訓 練 よ り生 きた 訓 練 者 の方 か ら多 くの ソン グを 学 習 す る 種 が 多 い こ と(Waser&

Marler,1977;Kroodsma,1978,1981;Todt,Hultsch&Heike,1979;Payne,1981)も 社

会 的 要 因 の重 要 さを 示 唆 す る も ので あ る。 加 え て,卓 越 した 一 つ の モデ ル が 存 在 しな い 場 合

にvocalinnovationが お こ る こ と(Marler&Peters,1982c),実 際 に 発 声 しな くて もモ デ

ル か ら学 習 した 音 声 を 長 期 間 記 憶 し てお け る こ と(Grosslight&Zaynor,1967;Kroodsma

&Pickert,1980;Marler&Peters,1982b),ヒ トの 乳 児 の哺 語 と鳥 の ソ ン グの 前 駆 的 発 声

に表 面 的 な類 似 性 が み られ る こ と(Marler,1970;Marler&Peters,1977)な ど,ヒ トの

社 会 的 学 習 と の類 似 点 は 多 い 。

Pepperbergは,社 会 的 モデ リン グ理 論 に よ っ て,鳥 類 の音 声 学 習 に お け る相反 す る2つ

の特 徴 一一 学 習 に 制 限 的 な 生 得 的 鋳 型 と敏 感 期 の 存 在 お よび そ の制 限 を 越 え る社 会 的 交 互 作
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用の効果 を矛盾な く説明できるぼか りか,音 声レパー トリーが種隔離機構 として機能 し

ている過程をも示唆できるとした。種隔離機構の本質は,ソ ングの特徴そのものの不変性に

あるのではな く,異 種のソングがレパー トリーにどの程度取 り込まれるか,最 初の学習の後

どの程度変化するか といった,学 習に対する制限の程度 と関係がある。種隔離機構 としては,

ソングの獲得や変更が生きた訓練者(個 体)と の社会的交互作用の下でしか可能でない とい

う点が重要なのである。

このように,Pepperbergの 社会的モデ リング理論は,行 動生態学的な現象も包括的に説

明しつつ,こ れまでの研究で重要 と考え られなが ら理論的枠組みセこは取 り入れられなかった

社会的要因Mowrerが"10ve-object","pet"と い う言葉で示唆し,Todtが"social

partner"と い う言葉で意 図 したもの一 を理論的に体系化しようとした意欲的な試みとい

える。

§ ま と め

これまでの,鳥 類の"vocalmimicry(音 声模倣)"に 関する研究によって,い くつかの

間題が整理された。

"vocalmimicry"は
,そ の行動生態学的研究によって,鳥 類にかな り一般的に観察される

現象であることが明らかになった。 自然選択において他種の音声を模倣することの果たす機

能は解明された とはいえないが,音 声模倣学習 という点では,同 種のソングを学習する場合

と共通する基盤をもつことが示唆された。

行動主義心理学的研究および行動生態学的研究によって,音 声模倣の獲得における社会的

要因一 訓練者(個 体)と の社会的交互作用 の必要性が認識された。この点は,従 来の

行動理論では取 り上げられなかった問題であ り,今 後の理論構成に際してはその検討が不可

欠である。ただ,実 際の訓練場面において,社 会的交互作用 の実験的分析が十分行われたわ

けではない。交互作用には,被 訓練個体が訓練者の音声を模倣するとい う側面だけでな く,

前模倣期発声の曖昧 さのために,訓 練者が被訓練個体の哺語様発声の特徴をとりこみ発声す

るという側面 も存在する。音声模倣過程における訓練者行動の分析も含め,実 際の社会的交

互作用の機制を解明することが必要である。さらに,こ の2つ のアプローチを発展させ理論

的統合を進める上で,音 声模倣過程の実験的分析と音声模倣行動の機能分析を密接に対応さ

せ ることは,興 味深い結果を もた らす と思われる。

鳥類の"vocalmimicry"は その過程や機制の多 くが未だ明らかでない現象である。 しか

しなが ら,こ の学習の一形態を検討することにより,従 来理論的にあまり扱われることのな

かった反応形成に関して一つの問題点が明らか となった。それは,い わゆる反応形成には少
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な くとも2つ の過程があり,動 物にとって全 く新 しい反応型を獲得す る場合と,す でにレパ

ートリーに有している反応型が新たな契機を獲得する場合とがあるとい うことである。今回

の鳥類の音声模倣学習は前者,従 来条件づけ理論か ら研究されてきた 自動的反応形成は後者

の例である。この2つ の過程はこれまであまり明確に区別されなかったが,そ の機制は全 く

異なると考えられ,今 後の検討が必要である。

§ 要 約

Baylis(1982)に よれぽ,"vocalm圭micry(音 声模倣)"と は,あ る種に属する個体の発

声が他種に典型的な音声もしくは何らかの環境音に類似する現象のことである。

鳥類の"vocalm玉micry"は,理 論的背景の異なる2つ のアプローチにより独立に研究さ

れてきた。その一つは進化論を基礎 とする行動生態学的アプローチであ り,今 一つは学習理

論を背景とする行動主義心理学的アプローチである。 ともに,あ る種の鳥はなぜ他種の音声

を模倣するのかを問題 としたが,前 者が,鳥 類における"vocalmimicry"の 一般性 と種差

か ら,そ の生態学的機能 と進化論的意味を明らかにしようとしたのに対 し,後 者では,も の

まね鳥の音声模倣行動を最適な動物モデルの一つ とみなし,ヒ トの言語獲得過程の実験的行

動分析や言語行動の機能的分析を類推した実験が進め られた。また,背 景 とする理論および

砥究目的の相違から,前 者が野生状態で観察を行 うフィール ド研究を主体 とするのに対し,

後者は刺激一反応条件を厳密に操作した実験的検証が主体で,そ の操作 も異なることとなっ

た。

しかしなが ら,行 動生態学的研究において,「 例外的な」 ソング学習の存在が明らかとな

り,ま た,広 く心理学の分野において,学 習の生物学的基礎の分析が必要 とされるに至って

からは,鳥 類の"vocalmimicry"に 対する2つ のアプローチの間にもなんらかの接点を見

いだそ うとする研究が現われた。 その代表的な研 究 がPepperbergの 社会的モデリング理

論の応用である。PepPerbergは,ヒ トの学習心理学的研究か ら生まれたBanduraの 社会

的モデ リング理論が,鳥 類の音声模倣学習の問題を理解する上で大変有効であることを示し

た。今後,こ のような理論が発展することによって,心 理学の生物学に対する関係が明確に

なるとともに,従 来の行動理論では扱えなかった分野も説明可能になると期待される。
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〔注 〕

1)も ち ろ ん,キ ュ ウ カ ンチ ョウは 飼 育 者 が積 極 的 に 訓 練 を 行わ な くて も環 境 音 を選 択 し て模 倣 す る。

2)山 田恒 夫 ・宮 本健 作 九 官 鳥 の 模 倣 発声 行 動 に 対 す る感 覚性 強化 の効 果,日 本 動物 心 理 学 会 第47回

大会 プ ログ ラ ム,昭 和62年7月22・23日,上 智 大 学 。

3)Mowrer自 身,こ の オ ウ ムが 句 の意 味 を 理 解 して使 用 してい る とは 考 え て は いな い 。

4)そ れ ぞ れ の 品 物 につ い て,5種 類 の 色,4種 類 の形 状 を も った具 体 物 が 実 験 に用 い られ て い るわ け

で は ない よ うで あ る。

5)Foss炉Mowrer理 論 へ の反 証 と して あ げ た この2つ の観 察 ほ 必ず し も妥 当 とは い え ない 。 当 研 究

室 の キ ュ ウ カ ソチ ョウの 中に も水 の 音 を模 倣 す る被 験 体 が い る が,こ の刺 激 は 鳥 の世 話 とい った 社

会 的 な文 脈 の下 で 呈示 され る こ とが 多 く,ま た,水 に 摂 取制 限 がか か って い る とき は強 化 刺 激 とな

る可 能 性 が あ る。 覆 い や テ ープ訓 練 もそ の社 会 的文 脈 を 考 え る と同 様 で あ る。Mowrer(1950)も

,鳥 か ごの 覆 い が 音声 模 倣 を 促 進 す る とい うこ とに 関 して,鳥 が訓 練 者 に 愛 着 を も ち訓 練 老 の存 在

や注 意 が 強 化 刺激 に な る こ と,覆 い をか け る こ とに よ って従 属 的で あ った 聴 覚 媒体 にた よ らざ る を

得 な くな る こ とを あ げ説 明 して い る(p.694)。

6)Mowrer(1952)で は,社 会 的 要 因 とい う術 語 は 用 い られ て お らず,精 神 分 析 の文 脈 で 述 べ られ て

い る。 そ の部 分 を 引用 す る と,
``童tisapparentthatbirdsIearntotalkwhen

,andonlywhen,thehumanteacher

becomesa .Zoηθo勿66'forthem.Thisinterpretationisconsistentwithexpectations

generatedbytheprincipleofsecondaryre三nforcement(leamingtheory)andtheprinciple

of至denti丘cation(Psychoanalysis)."
.``

Operationally,the丘rststepinteach圭ngabirdtotalkistomakea`bet'ofit,宙hich

istosay,tame,carefor,and`baby'itinsuchawayastode且ecttheinterestsand

emotionalattachmentsofthebirdawayfrommelnbersofitsownspeciestoanoth6r

speciesHo物05α μθπ5.Thisiscommonly(lonebyisolatingthebirdfromitsownkind

andmakingitdependentforfood,waterandsocialattentionanddiversionuponits

humancaretakers..

7)Skinner(1957)の 言 語 行 動 の 分類 に は,こ れ 以 外 に も,書 か れ た 文 字 を読 む テ クスチ ャル(tex・

tual),書 か れ た 文 字 を見 て書 き写 す トラ ンス ク リプ シ コン(transcription),耳 で 聞 い た 言 葉を 文

字 に 書 き取 る デ ィ クテ ー シ ョン(dictati・n)な ど,書 き言 葉(文 字)と 関 係 す る言 語 行 動 が あ る。
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VOCALMIMICRYINBIRDS」ITSPHENOMENON

ANDFUNCTION

TsuneoYAMADA

Avianvocalmimicrycanbedi丘nedasaphenomenonthatoneormorevocalizations

ofanindividualbirdofonespecieshavearesemblanceeithertothevocalizations

typicalofindividualsofanotherspeciesortosomeenvironmentalsound(cf.Baylis,

1982),

Thefunctiohofvocalmimicryinbirdshasbeeninvestigatedwithtwotheoretically

differentapProaches;behavioral-ecolo .gicalonebasedo■evolutionarytheoriesahd

behavioristic.psychologicalonebasedontraditionallearning.theories.Bothapproaches

haveansweredthesamequestion;``whysomespeciesofbirdsmimickvocalizations

ofotherspeciesornoisesoftheenvironments?"Thoughtheformerapproachhas

focusedonitsecologicalfullctionsandevolutionaryprocessesfromcomparativeviews,

thelatterhasfocused6nitsfuctionsas"verbal"behaviorortheexperimentalanalysis

ofthevocalacquisitionprocesses,withitsemphasisonthehypothesisthatavian

vocalmimicryisoneofthemost.adequatemodelsofhumanlanguagelearning.

Thus,theyaredifferentinbackgroundtheoriesandgoalsofstudy.Thesedifεerences

haveledthetwoapproachestodifferentmethodsanddifferentopearations.Inthe

behavioral-ecologicalapproach,behaviorsinwildbirdsofvariousspecieshavebeen

observedintheirhabitats.Ontheotherhand,inthebehavioristic-psychological

approach,observationshavebeenlimitedtothebehaviQrsintalkingbirdsinlabora-

tories,andtheyhavebeenanalyzedunderstrictlycontrolledconditionsinstimulus.

responserelation.

Recently,inthebehaviora1.ecologicalapproach,ithasbecomeclearthatavian

yocalmimicryisawidespreadphenomenon,andthatevennonmi皿eticbird串acquire

allospecificsongs``exceptionally";thatis,thesonglearningofsomespecies,which

hasbeenconsideredtoberestrictedtospecies-speci丘cvocalizationsorconfinedto

limitedcriticalperiods,arefoundtobemoreflexibleinfact.``Exceptional"learning

seemsfacilitatedbysocialinteractionswithalivetutor.Withthisapproach,however,

itsmechanismcannotbeexplainedsufHciently.Ontheotherhand,inthebehavioristic.

psychologicalapproach,withtraditionalframeworks,vocalacquisitionprocessescannot

beanalyzed.Moreover,biologicalconstraintsoflearninghavebeentakeninto

considerations.Therefore,theofeticalintegrationofthetwoappτoachesisneeded

fornewdevelopment.

OneofthesolutionstothisproblemisPepperberg'sapplicationofsocialmodeling
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theory.PepperbergmaintainedthatBandura'ssocialmodelingtheory,whichhasbeen

studiedinhumansocialIearning,isalso .effectiveinexplainingtheunsolvedproblems

inaviansonglearning,includingvocalmimicry.Withmoreintegratedresearch,the

relationofpsychologytobiologyissupPosedtobeclari丘ed,andlearningtheory

thatexplainvariousphenomenamoreinclusivelyishopedtobeconstructed.


